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農作業は機械化が進む 田植えの水田には満々と湛えた水

無事故を桜が見守る

野依橋付近（平成18年撮影） 魚捕りを楽しむ （昭和51年頃野依橋）



うまく登れるかな？ ゴールを目指して（芦原小持久走大会）

うまく滑れた

楽しいランチタイム （あしはら保育園児） 五月晴れの下での市民の楽しい集い

（航空写真提供小林春吉氏）
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芦原新田の絵図（元禄時代）

道祖神

（七曲がり坂）

道しるべ

（国道259号アイプラザ豊橋手前の三叉路）



発刊によせて

平成 18年度

豊橋市総代会長

西 義雄

このたび、豊橋市制施行 100周年を記念し、

「豊橋校区史～校区のあゆみ」を発刊する運

びとなりました。皆様のご協力により記念事

業にすばらしい彩りを添えることができまし

たことを、心よりうれしく思います。

この事業は、 100年の節目を契機に地域の

歴史や文化、自然などを改めて見つめ直し、

将来の夢に思いを馳せていただくものであり、

51校区すべてが足並みを揃え発刊できたこ

とに、たいへん大きな意義を惑じています。

また、各校区におきましては、編集委員を中

心に多くの地域住民の皆さんが資料の収集や

原稿の執筆などに携わられたことと思います。

こうした取組みを通し、地域の絆がさらに深

まったものと考えています。

地域イベントの開催を含め「市民が主役」

を合言葉に行政と協働で進めてきた 100周年

記念事業ですが、多くの地域住民の方々が

様々な形で挙って参加できたことが何よりの

成果であ ったと思います。今後におきまして

も、この 100周年記念事業を一過性のものに

終わらせるのではなく、次の 100年に繋げて

いかなければならないと考えています。

最後に、本校区史の発刊にあたり、多大な

ご協力を頂いた多くの皆様に改めてお礼を申

し上げ、ごあいさつとさせていただきます。

平成 18年度

芦原校区総代会長

棚橋建太郎

校区在住の皆様のお手元に校区史をお届け

することができますことは、今回編集に携わ

った関係者の一人として嬉 しい限りです。

今、校区史を手にされてみえます皆様一人

ひとりに、読み進める過程で自分達の校区の

あゆみや自然等に関する新たな発見の数多い

ことを願って、下記の事に留意 して編集に努

めました。

まず、第 1章の自然と環境では、めぐまれ

た自然を重点に、第 2章の歴史と生活では、

江戸時代に生きた人々が、 豊かな暮らしを願

って努力した芦原新田開発と、梅田川の船着

場として 「高足湊」が海上輸送に力を注いだ

ことです。また、校区在住の方々に戦時中 ・

戦後の生活体験を語ってもらい、当時の様子

が如実に伝わるように囲み記事での紙面構成

を考えました。

第 3章の教育と文化では、 芦原小学校のあ

ゆみで母校が、明治 6年高林寺に「第 10中

学区第 10番小学脩徳学校」としてスター ト

したことと、校区内の神社寺院、遺跡等に関

する資料や写真を掲載しました。

この校区史を手掛かりに今まで以上に、自

分達が住んでいる故郷に愛着と誇 りを持つ上

での一助となれば幸いです。

最後に、校区史の発行に当たりご指導 ・ご

協力いただきました関係者各位に心よりお礼

申し上げます。
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第 1章 自然と環境

第 1章 自然と環境

1 位置と地形

芦原校区は豊橋市の南部に位置し、東は高

師校区、西は磯辺校区、南は植田・野依校区、

北は栄校区と接している 。そして、校区内北

部には広大な高師緑地公園があり、南部には

東西に梅田川が流れている。

公共施設の一つである芦原小学校は、東経

137度23分03秒、北緯約34度42分51秒に位罹

している。

梅田川

(1)土地のようす

今から約160万年前から 1万年前の時代（氷

河期）に、 川が運んだ土砂や石が積もり、そ

こが盛り上がってできた台地（洪積台地）が

高師原・天伯原になって広がっている 。

高師原の台地は、豊川が運んだ土砂や石で

できていて、高さは 20-30mである。天伯

原に比べてあまり雨に削られていない若い台

地なので平らな面が多く残っている。

芦原校区では、標高約20m前後の台地に多

くの住宅が建っている 。一番高い所は、西高

師町白山地点で約25m、次は芦原町七曲り坂

上約23.5mである。反対に低い所は西高師町

船渡約 2mである。

高師原と天伯原を分けている梅田川は、 静

岡県境から流れ出した水が、 三河湾に向って

東から西に流れている 。

気候は温暖であるが、冬には西風が吹き乾

燥しやすい。平均気温16.3℃、平均雨量1,400

mmである 。

地形の特徴 高師原台地は、礫層、砂層、粘

土層の互層からなっており、砂層シルト層が

厚く、 10mに及ぶものもある 。このため地下

水は深めで台地上には水が乏しく植物の生育

に適さなかった。

高師小僧 高師原一帯に産する管状、樹枝

状の褐鉄鉱の固まりで、その形が幼児・鳥・

魚などを想像させるためこの名がつけられ

たという 。湖沼や湿地に棲む鉄バクテリア

が水中に溶けている鉄分を酸化して、褐鉄

鉱に変化させ、木や根の表面に積み重ねて

いくためにできるとされている 。

昭和32年、高師台中学校校庭の一角が自

生地として愛知県天然記念物に指定され

た。大きさは、鉛筆の芯ぐらいのものから

直径30cmぐらいのものまである。

芦原小学校の玄関に展示
---------------------------------------------------------------------
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校区の歩み 芦原

湧水 段丘下の低地には、清水が湧き出てお

り清水、或いは田井戸と呼び生活に利用して

いた。やがて集落ができ、近くにお宮やお寺

を祀り始めた。

最近清水は少なくなったが、それらの多く

は水脈となって地下に今も流れ続けている。

小谷清水池

(2)校区のなりたち

芦原校区は 「西高師町」 「高師町」 「芦原

町」 「松井町」 「新芦原町」の五町内会で構

成されている。但し、新芦原町内会は昭和37

年 (1962)に西高師町西浦、同奥谷、同沢向、

戸原町西上の山林を開発した住宅団地住民の

自治会として発足した。

じんしんこせき

．．＂壬申戸籍

明治 4年 (1871)、通達によ って全国

統一戸籍の申告が義務付けられ、新しく

姓と名、戸主名が記載されることにな っ

た。これによ って、明治 5年 (1872) に
じんしん

壬申戸籍ができた。戸籍簿によると現在

の芦原校区は、明治 2年 (1869)、吉田

領三河国渥美郡となり、明治 4年豊橋県

管轄第八区、明治 5年額田県管轄第五

大区、明治 12年 (1879)愛知県渥美郡、

昭和 7年 (1932)豊橋市に合併編入し現

在に至る 。

t
 

は

"!:lt

晨
女

ぇ

g3,"↑
 

匹

A'、ー・、，
t
・
”
*

"
i
ち
1

宅

そ

ー
d
 

4
ゅ
今
甘
7
朴
＾
‘
州
カ
ー

す
岩
手
4
冷

i
i

t
i"

は
t7山
A

袷＇

1r_上・パ
',11

i
・t艮

鼻
＂

ヽ^

屈
冷
4
と
手

ふ
4
t

‘,9贔"‘

~,t‘Tk

(A3 

う

九
芯．、

）
 

9
{

f
 

-

≫ふ
5

く書かれている内容の一部＞

（芦原新田 吉田藩）

三河国渥美郡芦原新田戸籍

明治弐年巳三月 庄屋 六三郎

芦原新田 い、ろ、は、に、 四組

：合計弐拾七軒 人口壱百壱拾七人馬七匹

i （略）
:....................................................................... 

芦原校区の人口推移

い 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成 2年 平成 7年 平成12年 平成17年

西高師 1,040 1,540 2,054 1,818 1,965 2,104 2,135 2,290 

高 師 1,799 1,902 1,976 1,795 1,670 1,603 1,685 1,820 

芦 原 228 491 798 935 1,043 1,023 1,086 1,168 

松 井 273 485 959 1,101 1,098 1,142 1,257 1,293 

新芦原 456 527 563 734 797 785 810 869 

、△、
計 3,796 4,945 6,350 6,383 6,573 6,657 6,973 7,440 ロ

＊平成12年までは国勢調査による。平成17年は校区史編集委員会資料による 。

＊昭和60年、西高師・高師の減少は「団塊の世代」が転出したものと思われる 。
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第 1章 自然と環境

1校区内の主な施設 I

4高師老人福祉センター

>
24三角点 （地域測量基

準点西高師交差点南）

1生活家庭館 7 神明社

2非常用飲料地下水タンク 8 歩道橋

13小谷清水池

14高林寺

3高師駅 9 道祖神 15芦原駅

4高師老人福祉センター 10逆鉾社 16芦原小学校

5防災用備蓄倉庫 11 奥谷寺 17芦原校区市民館

6高師町公民館 12あしはら保育園 18芦原分団詰所

19高師神社

20西高師町公民館

21 高師交番

22樋門 （木入）

23排水機場

24三角点

，
 



校区の歩み芦原
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(3)町の発展
たかしみなと

西高師町 昔、高足湊として繁栄した船渡地

区を中心に、 1,000年以上の歴史を数える古

い町である。農業教育を重んじ、産業、文化

の発進地として栄える。町内は津森、船渡、

西浦、小谷、沢向、白山の六つの字からなり、

小谷、沢向、白山では住宅化が進んでいる。

町内には、水子地蔵のある高林寺と高師神

社がある。小谷地区には昔、美しい清水が湧

出していたが、現在は埋立てられて公園にな

っている。

西高師南交差点付近の往来

高師町 町内は北新切、西沢の字からなって

いる。古老の話によると、昭和10年代の戸数

は 15~16戸で、町内会がつくれず人・地縁

の係わりで西高師 ・芦原のいずれかの町内に

入っていたとのことである。

昭和20年代は、畑に分家等の住人が、高師

緑地公園内（北原）には戦災 ・引揚者等の住

人が増え続けた。これを機に高師町内会を結

成した。特に昭和40年代には、市南部地区が

市街化に指定されると、車社会とも重なり市

街化区域の波が高師町にも押し寄せてきた。

世帯数の増加に伴い町内会の組織・運営は自

主 ・自治が強く求められた。

平成10年代後半の町内会は、「明る＜住み

よい町づくり 」を目標に掲げ、 21世紀を担う

子供達が町内会主催の諸行事（盆踊り大会 ・

町民祭）に積極的に参加するように、 若手 ・

中堅の町役員のアイデア、行動力を尊重した

企画 ・運営で取り組んでいる。

高師町内住宅街を安全登校する子ども達

芦原町 芦原新田第 1期工区は、明暦 3年

(1657) 2月の吉田藩検地が済み、芦原新田

と名付けられる。同年、逆鉾社創建。以下、

3区を加え、 32町歩 (32ha) の水田ができる。

さらに山林を開拓し、 18町歩 (18ha)のみか

ん園が造成され（芦原町西上、高師町北新

切）、50町歩 (50ha) となる。開村時戸数17戸。

昭和10年代に入ると、食料増産のため畑地は、

麦やいも作に切り替えられる。昭和50年代頃

より市街化がさらに進み、現在350戸で専業

農家数は 5戸である。豊鉄芦原駅がある。

芦原駅踏切付近の住宅街
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新芦原 （新芦原町と称す） 豊鉄渥美線を新

豊橋駅から田原行に乗り 12~13分の芦原駅

で下車すると、その東側県道沿いと丘陵地帯

にある坂の多い静かな住宅街である。芦原駅

から眺めると黒、赤、緑、青色の瓦屋根が配

合よく段々に高く並んでいる。

町内は西高師町字西浦、奥谷、沢向、芦

原町西上などを合わせて作っている町内会で

ある。昭利37年 (1962) 当時、住宅団地造り

の初期で 30戸程度だった。昭和50年 (1975)

135戸、平成17年 (2005)245戸になり、街路灯、

消火器、下水道等が完備している。

将来、町として公民館が欲しいところだが、

町内には土地もないため、あまり欲張らずに

「よい環境とよい心」を町内の目標としている。

新芦原町内（芦原駅からの風景）

松井町 国道259号線（通称田原街道）の両

側に広がる町で、戦前・戦後とも長い間30戸

内外の農家を中心とする小さな町であった。

しかし、昭和45年 (1970)の市街化区域指定

で、 一気に新しい住宅が増え、現在では 450

戸ほどになった。

国道沿いは、自動車の販売店が軒を並べ、

銀行やパチンコ、それに飲食店も多くあり、

その背後は住宅が建ち並ぶ活気溢れる町とな

っている。

昭利56年 (1981)芦原小学校の新設で、磯

辺小学校から通学区域が変更となり、通学の

安全を図るため歩道橋が赤根坂に架けられ、

通学だけでなく町内の人達もこの歩道橋を有

効に活用している。

じょうきょう

俳人松尾芭蕉が貞享 4年 (1687)松井を通

ったと言われている。また、明治 9年 (1876)

神明社（松井神社）の遷宮記念に句会が開催

されるなど、文化活動も盛んであった。

松井町内の国道 259号線の歩道橋

地域文化

麗々所可水大人撰（表紙）

高師祁篠原

（内容）江戸時代

後期句会資料。

618句採録され

ており約10年間

位の作品集。会

員の 2割位が女

性。撰者は入選

ー
、
．名

ー

／

且{
•
[
]
祁

々
ヽ
町
牙

4
4位

ゎ
')

I 

句に押印、巻元

に（主催者）に返却される。後掲の「市

松」氏はこの句会の会友。

神明社記念句会 (19句）

明治十年丑八月巻元当所市松

11 
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2 めぐまれた自然

(1)豊かな緑

校区内の畑地はほぼ宅地となったが、神社

寺院は樹木で囲まれている。特に、校区の北

部には広大な高師緑地があり、松の木を中心

とした巨樹、古木が数多く茂っている。松の

古木は明治42年 (1909)頃に植えられたもの

が約600本あり、その美しさは東海地方有数

のものである。その他には、公園中央部にあ

るメタセコイアの並木通りと市内最大の桑の

古木があり、園内を散歩する人の目を引いて

しヽる 。

高師緑地公園の黒松

高師緑地公園の歴史 緑地一帯の 24町歩

(24ha) は吉田藩御料林として山守り役によ

って維持されてきた。

日露戦争（明治37年 (1904)) の頃には、

現在の南東部、芝生広場の場所にロシァ存滅

収容所（明治38年 (1905)）が置かれ、約800

名のロシア兵が生活していた。

明治41年 (1908)第15師団の誘致後は、第
りょうまつしょう

25 ・ 26騎兵連隊の糧株廠（馬草倉庫）がおか

れたが、師団の閉団後も予備士官学校等の継

続により建物は利用された。

豊橋大空襲（昭和20年 (1945)) で被災し

た市民が、元収容所建物に一時仮宿した時期

もあった。

戦後は、豊橋市移管となり「豊橋市指導

農場」が置かれ、農業復興支援碁地（昭和20

~32年）となった。畜産、特に乳牛、豚、 山

羊の人工授精の業務を行った。

正門は、国道259号線から踏切りを渡ると

すぐ入口であった。メタセコイア並木通りの

西端のわずかな石垣が跡を残している。

松の幹に残る傷あとは、太平洋戦争末期

にガソリン代替

品「松根油」を採 炉

取した名残りであ

る。

現在、公園内に

は多くの施設があ
ぴち<

り、市防災用備蓄

倉庫、非常用飲料

水地下タンクなど、

市民健康増進諸施

設がある。 大戦中の松根油採取のあと

ら、'’‘=男●IÌ̀̀ 
豊橋市指導農場正門の石垣跡



校区内にある巨樹・古

クワ （高師緑地内・枝はり 16.SmX 16.Sm、高さ

11.0m、推定樹齢 100年以上）

ヤマモモ （逆鉾遊園内・推定樹齢 400年、幹の中心

部は空洞にな っているがその周りは 410cmある。）

第 1章 自然と環境

スダジイ （高師神社内・推定樹齢 400年以上、この

森を代表する木であり幹周りは 390cmある。）

•S f n・ 
Zモヱ紀ふ．

マキとクスノキ （奥谷寺境内・推定樹齢 250年以上、

マキは市内でも古い方である。）

13 
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(2)芦原の野原

野草 校区内の農道や土手などには、セイダ

カアワダチソウやアメリカセンダングサなど

が繁茂している 。その他にはタンポポ、ヨモ

ギ、ススキ、

オオバコ、ア

シ、スギナ、

ドクダミ、ヒ

工、セリ、夕 ，11, 

デ、ガマ、ユ

リなどがみら

れる。ナデシ

コは最近あま

り見かけられ

なしヽ 。 芦原の由来となったアシ

動物 校区内の山林地等では昭和20年代の後

半頃までノウサギ、ハクビシン、タヌキ、イ

タチ、モグラ、カヤネズミ、 ドブネズミ、コ

ウモリなどが多く見られた。

また、野鳥の多くはスズメ、ムクドリ、ヒ

ヨドリ、ツJゞメ、ノヽト、ホトトギス、 トビ、

キジ、カラス、モズ、ジョウビタキ、カワウ、

コチドリ、コ

サギ、アオサ

ギ、カモ、ヨ

シキリ、セキ

レイ、メジロ

などがいる 。

悩みは、カラ

スのゴミあさ

りと、ヒヨド

リがキャベッ

や白菜などを アオサギ

食いあらすといった被害である 。

また、水田では、ジャンボタニシによる被

害がでているため、防除対策が求められてい

る。

川の生き物 昭和20年代までは、梅田川の水

質がよくフナ、タナゴ、モロコ、ハヨ、ウナ

ギ、ボラ、セイゴ、ハゼ、ヤゴ、コイ、ナマ

ズ、シマドジョウ、メダカ、シジミ貝などが

生息していたので、子供達は水遊びや魚捕り、

貝拾い、魚釣りを楽しんでいた。

昭和40年以降は、団地造成と家庭排水の増

加や農薬などの使用により、 川や水田の生き

物が少なくなっている 。

セイゴ（スベ ←Id9,.) こ
シマドジョウ

ウナギ

タナゴ

梅田川の生き物

近年になって、行政の指導や住民の生活改

善意識の向上により、各家庭での浄化槽や下

水道の普及が図られた。農家も農薬の規制を

順守することに努めた結果、水田や用水路に

カワニナが戻り、黒メダカやホタルの幼虫が

みられるようになった。ホタルが梅田川の支

流や芦原用水路、水田を飛びかう日も近いと

思われる。

ホタルが飛び交う 用水路
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3 災害

(l)地震

安政地震安政元年 (1854)、M8.4、吉田城

倒壊、 三河湾に大津波襲来、家屋流失多数、

道目記地区（大山町）は松井に屋敷替えした。

神社も移転した。浜海道船原（浜道町）の一

部は高地へ屋敷替え（移転）した。

東南海地震 昭和19年 (1944) 12月7日午後

1時30分発生、 M8.2、震源地は熊野灘沖で

震源浅く、東海地方に大被害を及ぼした。死

者871人、全半壊家屋 15,000棟、余震が 1日

に何回もあり、農家などでは蒻（ワラ）で囲

った小屋（地震小屋）に寝泊まりした人もいた。

三河地震 昭和20年 (1945) 1月13日午前 l

時30分頃発生、 M7.8、震源地は三河湾、余

震が 3ヶ月続く 。三河湾沿岸部、特に幡豆郡、

知多郡に倒壊家屋が多くでた。

(2)台風

台風13号 昭和28年 (1953) 9月25日、紀

伊半島に上陸後、伊勢湾を経て 16時30分頃

知多半島に再上陸した。 この台風による市

内の被害は、柳生川をはじめ海岸堤防決壊40

ヶ所、 一瞬にして家や田畑を押し流した。

伊勢湾台風 昭和34年 (1959) 9月26日超大

型台風は未明、潮の岬上陸後、伊勢湾、名古

屋市を満潮時に通過したため、高潮と重なり、

小型船もろとも木材多数が住宅地まで押し上

げられ被害を大きくし、死者が多数出た。

豊橋市では、瞬間最大風速45m、総雨量

225mmを記録した。芦原校区の水田は、梅田

川から取水している大井用水から溢れた水に

稲がなぎたおされて、数日間水に浸かった所

もあった。畑の農作物は流水で流された。ま

た、土が流されて畑には溝が何本もできた。

屋根瓦やトタン板が飛んだ家も多数あった。

芦原校区内には、台風時の増水に備えて第

ー、第二排水機場がある。その他、樋門 2ヶ

所が常時活動中である 。

(3)竜巻

平成11年 (1999) 9月24日午前11時頃、野

依地内で発生し西高師町津森を縦断、上野町、

舟原町、大村町を経て豊川市北部に達する最

大級のものであった。

通過地点の西高師町地内では、走行中のト

ラックが横転したり、梅田川堤防から転落し

たものもあ

った。津森

地区では家

屋全壊 2棟、

半壊17棟、

その他多数

の被害があ -

.
I
 

った。 西高師町付近

(4)急傾斜地危険地域指定

松井町、芦原町、西高師町の一部が碁準値

以上に該当している 。昭和47年 (1972) 危険

地域指定となり、国、県、市の補助を受け防

災工事を終えた。それ以後も監視体制を継続

し、建築制限も続いている。

芦原町七曲り坂付近
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第 2章

ー 芦原校区のあゆみ

歴

(1)大むかしの芦原

高師原の狩人たち 先史時代、高師原 ・天伯

原一帯は、ゆるやかな起伏が続く海抜 30 m 

ほどの丘陵地であ った。

鉄や銅などの金属の利用を知らないこの時

代の人たちは、木、竹、石、動物の骨や角、

貝殻などを材料として道具を作った。木や竹

製品は低湿地の遺跡から、骨角製品は海に近

い貝塚から多く発見するが、赤土や砂礫の多

い高師原や天伯原から発見された出土品のほ

とんどは石器と土器である。

戦後、西高師町の植村春末氏は、小谷池（現

小谷公園）の北東にあ った畑から石のヤ ジリ

渇砿） を多く発見した。近くの高師本郷町

竹ノ内や上分、浜道町百々池などからも石器

や石のヤジリが発見されていることからも遠

史 と 生 活

高師本郷町竹ノ内出土の石のヤジリ

い昔から、この辺りで狩りをして生活してい

たことが想像できる。

時代が進み、鉄の道具が使われるようにな

ると自然採集の生活から農耕定住生活へと変

化して行った。 村も大きくなり、多くの土地

を持ち人々を支配する者も現われた。このよ

うな人のお墓が古墳である 。梅田川の流域に

も多くの古墳が発見されている 。上流の谷川

古墳群、中流の大岩古墳群、下流の車神社古

墳は代表的なものである。残念ながら芦原校

大むかしの生活
—•―-こ=―

~ -―•ニー., =-- ,, — —-=- 0 -== -＝-?= ＿一、 へ C
ニ- -——--ノニて、一

C二＿
．ノ―／ー-.ー←一っ、ーニこ→＝＝

採集

B.l， 

漁労
. li 

狩猟
（吉原真寿美 画）

16 



第 2章歴史と生活

区には古墳と確認できるものは発見されてい

なしヽ 。

湧水（清水）と窯業 梅田川の段丘の端から

多量に湧き出る清水があちこちにあった。芦

原校区内の西高師町にある小谷や津森も湧き

水の出たところである。また、畑ヶ田町の亀

井、高師本郷町の神井は現在も地名として残

っている所である。これらの湧き水は古くは

田畑の灌漑用としても使われた。また、旅人

たちの喉を潤したことだろう 。こうした清水

の周辺には、遺跡が多く発見されている。

昭和51年 (1976) 8月梅田川中流域の遺跡

分布を調査していた日本考古学会員、伊藤應

氏は、西高師町小谷で偶然、土地造成工事中

の現場に遺跡の混合した灰層の露出している

のを発見した。市教委の要請を受け、土地所

有者の許可をもらい発掘調査を始めた。調査

は地元の研究者はじめ、校区総代会、小中学

校の児童生徒、 PTAなどの協力があり、 42

日間にわたり行われた。固く焼けた窯壁や焼

き損じた碗や皿などが多く見つかった。詳し

いことは分かっていないが、平安時代のもの

ではないかといわれている。

この小谷古窯製品は各地に運ばれたものと

推察されていたが、最近になり波入江（老津）、

，
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西高師町小谷古窯の発掘

西川 （西郷）、天王（豊川）、桜（豊川）、篠

束（小坂井）の 5ヵ所で確認された。
たかし ごう

三河国「渥美郡高薩郷」 平安時代の三河国

（国府は今の豊川市八幡町）は碧海、加茂、額田、

幡豆、宝飯、渥美、大海、設楽の 8郡があり、

その下の郷（村）は 69と記録されている。

渥美郡には 6郷があり、その 1つが高蓋郷で

ある。高庶郷は梅田川を中心として、高師か

ら二川、天伯方面にかけての広い地域だと考

えられる。

大化の改新によって班田制も整ったが、次

第に崩れて、 三河国にも荘園（貴族や寺神社

の土地）ができてきた。

三河国は伊勢神宮の神領（神社の土地＝荘

園）が多いところであ

った。特に渥美郡は昔

から伊勢との関係が深

く平安時代の末には、

郡内のほとんどの耕地

は神領となっていた。

伊勢神宮の文書に、高
みくりや

足御厨（御厨とは伊勢

神宮の神領）という名

前が見られることから

も、梅田川の両岸はか

なり早くから開けてい

たのでないかと思われ

梅田川流域の遺跡分布図 る。
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(2)芦原村のはじまり

吉原弥次右衛門の新田開発 梅田川（六田川）

は、遠州敷知郡梅田村（現湖西市）から西流

して渥美郡二川、 高足村を経て植田磯辺両域

の境界を流れ、大崎村地先の海岸に注ぐ総延

長15kmの川である 。近世初頭までは海が入り

江となって、深く湾入していたが、堆積作用

によって広大な入り江が浅くなり、新田開発

には好適地になっていた。

吉田藩では藩主水野忠清に よって梅田川右

岸に新田開発計画がなされた。 しかし、洪水

や津波にあって完成せず、また水野忠清の松

本移封もあり中止された。

以後、当分開発しようとする者がいなかっ

たが、明暦 2年 (1656)遠江国敷知郡利木村

（現湖西市知波田）の住人、吉原弥次右衛門

重次（初代）が一族の人たちと相談し新田開

発に取り組み、梅田川右岸の開発に成功した。

これが芦原新田である。
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芦原新田の開発は、現豊橋市域の新田開発

の先がけをなすものであり、大変意義深いも

のがある 。

〇梅田川流域付近の新田一覧

新田名 開 発 年 次 現町名

中原新田 元和 7年(1621) 中原町

船渡新田 元和 8年(1622) 船渡町

芦原新田 明暦 3年(1657) 芦原 町

小松新田 万治 2年(1659) 小松町

松井新田 寛文 2年(1662) 松 井 町

津田新田 寛文 6年(1666) 植田町

藤並新田 寛文 8年(1668) 藤並 町

森田新田 元禄11年(1698) 南 栄 町

彦坂新田 元禄13年(1700) 大清水町
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元禄年間 (1690年代）の芦原新田の絵図

（庄屋、篠原家所蔵）

新田の田畑、高札、奥谷寺、逆鉾社がみられる

元禄 3年 (1690) 高足村円通寺住職は、

新田開発の様子を「芦原縁起」に残している 。

その大要は次のとおりである。

「吉田藩主水野忠清による新田開発計画が中

止された後、梅田川右岸は藻草や葦などが生

い茂る湿地帯となっていた。

明暦 2年、 吉原弥次右衛門重次（初代）

が一族である尾崎盛吉、豊田重正と図り、時

の藩主小笠原忠知に開発許可を得たうえで人

夫を集め開発に着手 した。 しかし、この地域

は高師村 ・植田村の入会地であったためにエ

事妨害が発生 した。これを聞いた藩主が仲介

に入り決着し、翌 3年に開発は成功した。エ
9ヽり

事に「私」 （排水設備）という技術を数ヶ所

に設置したことが成功の要因であったといわ

れている。この新田が芦原村のはじまりであ

る。

その後、開発は 2代目、 3代目に受け継

がれた。再三にわたる津波、洪水のために堤

防が決壊したが、それにも屈せず3代弥次右

衛門の時、新田20町歩 (20ha) 、畑10町歩

(lOha)ほどが完成した。』
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芦原縁起 （吉原克己氏蔵）

寛文 7年(1667)の年貢免状（年貢割当証文）

によれば村高は 198石余りで免（年貢の割合）

は三つ（三公七民）とされた。なお、正徳 2

年 (1712) の高足村差出帳では田畑高303石

余りに増加し、家数14軒、人口106人、入作8

戸となっている。

持高の最高は開発主である弥次右衛門が全

体の 32％にあたる 84石余り、ついで一族の

孫兵衛が 56石余り、七兵衛が 39石余りとな

っており、この 3人の合計は 68％となった。

また、明暦 3年 (1657)つくられた逆鉾社

と元禄10年 (1699) につくられた奥谷寺は芦

原新田を開発した吉原弥次右衛門の発願によ

って建てられた。

たかしみなと

(3)高足湊（西高師町船渡）

梅田川の船着場と問屋 江戸時代には、梅田

川沿いの高足村、大崎村、草間村に湊があっ

た。中でも中核になっていたのが高足湊（現・

西高師町船渡）である。

当時の梅田川は現在の野依橋あたりで大き

く曲がり高師神社の森の裾まで広がっていた。

高足湊は 20-50石ぐらいの大きな船も入り、

船着場には問屋もできていた。

船着場には高札が立ててあり、白地の厚い

生地に墨で「御用」と書かれたのぼりがあっ

たそうだ。

高足湊が海上交通の要所であったことは、

東七根の朝倉宇左衛門所蔵の「代々相続書き

写帳」に、文化 2年 (1805)七根村の年貢米

を高足湊の問屋藤次郎の手を経て出したと記

録されていることからもわかる。

また、他の記録には、高足湊に集められた

年貢は御馬湊（宝飯郡御津町）へ海上輸送さ

れたとある。そして海路江戸に回送された。

梅田川も昭和 4年 (1929) から改修され、

現状のような直線になり、高足湊もなくなっ

た。

左端の家が問屋の

あった位置

手前は東三河環状線

（平成18年撮影）
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校区の歩み芦原

伊勢参宮の紛争 江戸時代の東海道の宿場、

吉田宿（豊橋市）船町に吉田大橋と吉田湊が

あった。吉田川（豊川）の舟運の終点として、

さらには、伊勢をはじめ遠く江戸への航路の

起点として繁盛をきわめていた。

その主な理由として考えられるのは、吉田

川の上流地方か ら川下の吉田湊へ積み送られ

る山荷物（材木など）と吉田湊から渡海する

運賃などに対する上前（手数料）徴収の権利が

与えられたからである。しかし、これがもと

でほかの宿村との間にしばしば紛争が起きた。

特権が与えられた経緯は元禄 2年 (1689)

の船町の庄屋与次衛門の口上書によれば、 『関

が原の合戦に際し、延べ 80艘ほどの船を出

し協力した功績が、吉田城主池田輝政に認め

られて船役（船番組）を命ぜられ、地子免除

と各種荷物積み出しと利用する旅人から「上

前料」（手数料）の徴収特権を得た。』 寛政10

年 (1798)の文書によれば、運賃の 2割を上

前銭として徴収することが記されている。そ

の特権は以後もずっと継続されていたようで

ある。

吉田湊から伊勢へと向う帆船

（小船から乗り移ろうとしている）

すぐ目の前で吉田湊が荷物や渡海する人の

取り扱いで莫大な収入のあるのを見ていた前

芝村や下地村の人々はとうてい納得できるも

のではなかった。

前芝村は寛文4年 (1664)、下地村は寛文10

年 (1670) に吉田湊との間で紛争が起きた。

勝手なやり方を船町側から町奉行に訴えられ

た。いずれも訴えが認められ、他村には取り

扱いが許されなかった。

こうした紛争は吉田川周辺だけでなく、梅

田川流域でも起きているが、これらは伊勢参

宮についての紛争であった。
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箪門懐中鏡

査小田原提灯

旅人の服装と持ち物

（当時、吉田湊から伊勢参りをする旅人は

年間3~4,000人もいた。しかし御蔭参りのあ

った享保15年 (1730) の 5月上旬から 8月上

旬までの 3ヶ月に 38,800人余りが吉田湊を往

来した。船賃は一人66文で 2割の 13文が上前

銭となり葵大な収入となっていた。）

高師村は近国近村の者と相談して、多数の

参宮人を媒めて伊勢に向けて出船していた。

吉田湊の船番組は、高師村による渡海によ

って、吉田湊の渡海が減少していると町奉行

所に訴えた。結果は言い分が認められ、高師

村からの渡海は禁止された。しかし、翌年か

らは高師村の下流の大崎村から毎年参宮船が

出るようにな ったが、元禄8年 (1695) には

高師村と同じように、町奉行所の訴えで同様

の理由で禁止された。さらに、文化5年(1808)

にも再発したが、禁止されたのは言うまでも

ない。また、文化11年 (1814) には大崎村に

20 



第 2章 歴史と生活

近い草間からも伊勢渡海の船を出しているこ

とがわかり、直ちに中止命令が出され、庄屋

太七は外出禁止となった。

このように船町吉田湊の特権は長く守り通

されていたことがわかる 。見つかれば禁止、

お咎めがあると知りながらその禁を犯したこ

とは、いかにこの特権に魅力があり、不公平

なものであったかを物語っている。

(4)農民のくらし

庄屋源吉 高師小学校の西隣にある円通寺の

山門を入ると、正面に小高い所があり、 三碁

の碑が建ってい ト

る。その中央が

義人庄屋源吉の

頌徳碑である 。

源吉は宝暦 2

年 (1752) に生

まれ、明和 6年

(1769)、18歳で

高師村の庄屋に

なった。

源吉は、村民

の窮乏を救うた

め、その年に藩

主に減租を願い

出た。藩主は役

人に命じて検見

をさせることにした。野依橋まで役人が来た

時、その先の「畑ヶ田」だけが豊作だったの

でそこは検見されると困ると思いつき、お腹

が痛くなったと言っ て仮病を使ってうずくま

り検見を免がれた。

翌 7年 (1770) は、 5月から 7月までほと

んど雨が降らず、大凶作とな った。伝承に残

る高師村庄屋源吉の騒動はこのときに起きた。

源吉は、柱良村、小浜村、植田村の庄屋と

れ
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円通寺にある

庄屋源吉頌徳碑

ともに藩に減租を嘆願した。役人の圧力に屈

した他の庄屋が脱落した後も、源吉だけは執

拗に嘆願を繰り返した。その様子を聞いた藩

主松平信明は、役人を使わせ検見をさせた。

不況作の報告を受けて田租138石を免除し

た。 しかし、源吉は強訴と検見役人を欺いた

罪を咎められ牢送りとなり、死罪を宣告され

た。

それを知った村人たちは源吉を救おうと悟

真寺、龍枯寺、東別院の和尚らに助命を嘆願

した。三 ヶ寺や村人たちの努力が実って源吉

は死罪を免れ、舟原の地に幽閉される身とな

った。 しかし、 5年もの獄中生活で病み衰え、

安永 5年(1775)、25歳の若さで生涯を閉じた。

その後、村人ば源吉の徳を称え、円通寺で

毎年 7月 1日に施餓鬼供養を営むようになっ

た。

源吉の墓は奥

谷寺の墓地にひ

っそ りと建って

いる 。墓には「殊

山了勝上座」 と

法名が刻まれ、

源吉の名前はど

こにも見当たら

ない。

「殊山了勝」と 和

いうのは、生命 氏

を投げ出して人

のために尽くし

たような人々に

つける法名だと

言われている 。たとえ、村人のために尽くし

た人でも藩のお咎めをうけ、 一度死罪を言い

渡 された人の墓をおおっぴらに建てることは

できなかったようだ。芦原新田を開いた弥次

右衛門の子孫が源吉の霊を哀れんで死後を弔

円通寺にある

庄屋源吉頌徳碑

った。
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校区の歩み芦原

ひき

助郷の苦しみ 旧東海道では 100人、 100疋

の人馬を毎日用意することが、宿場のきまり

だった。

世の中が平和になると、人や荷物の行き来

が激しくなり、宿場で用意された人馬だけで

は、不足することが多くなってきた。そこで、

幕府は宿場近くの村々に、人馬の足りない分

を助ける機能を持たせるという「助郷制度」

を定めた。助郷制度とは幕府が諸街道の宿場

保護、人馬の補充のために宿場周辺の村々に

課した夫役のことである。はじめは、臨時の

人馬徴発であったが、参勤交代制度の確立や

交通量の増加に伴って、次第に日常化してい

った。

助郷の負担割合は享保10年 (1725)の二川

宿助郷帳から、高師村を例にとると、村高は

1873石、助郷高1047石であった。村高100石

に対して、 2人と 2疋（高師村では 20人と

20疋）の人馬役が課せられた。各村に割り当

てられた人馬数は、さらに村人各自の持高に

応じて配分された。
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人足通 （高足村は二川宿の助郷村だった）

助郷課役の時期が農民にとって多忙な農繁

期が多かったこと、人足は 16歳から 60歳で、

馬は若い馬であること、そしてこの伝馬御用

は何をおいても務めねばならない大事な仕事

であっただけに、農民の受けた打撃は大きか

った。さらに、川除普請、橋場普請もしばし

ばあり、助郷の村々は困窮した。

人足の仕事
（問屋場で公用荷物の継立をする）

こうした負担を軽くしよう、何とか逃れよ

うと宿方と紛争が繰り返された。

双方の言い分は、助郷方は必要以上に要求

する、宿方は助郷方からの出し方が少ないの

で多く割り当てたというもので、水掛け論が

毎年のように続いた。

ついに助郷方は我慢しきれず、寛政 6年

(1794)二川宿助郷の高足村をはじめ 3人が

江戸に出かけ、 二川宿を相手取り、道中奉行

に訴えるまでになった。このときは宿方から

示談の申し出があり、紛争はようやく治まっ

た。

以後、文政4年 (1828)、天保2年 (1831)

をはじめ何度も同様のことが繰り返されてい

る事実からもこの課役の重みが想像できる。

明治 5年 (1872)、問屋場と助郷およびこ

れに関する一切の課役が廃止され助郷制度は

消滅した。

農民は、幕府による助郷だけでなく、藩主

による重い年貢にも耐えなければならないと

いう 二重の支配を受け続けていたことになる。
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(5)戦時下の高師原

日露戦争と1年虜収容所 日露戦争は明治37年

(1904) 2月から 1年 6ヶ月に及び、ロシア

軍には伴虜（捕虜）として日本軍に捕らえら

れる者が多くでた。彼らは順次日本に送られ

てきた。同年 3月に伴虜収容所がまず愛媛県

松山に開設され、以後日本全国29箇所に増設

された。

明治38年 (1905) 2月には 11番目として

関屋町の悟真寺などに豊橋伴肉収容所が開設

され、 3月には将校と従卒各40名が到着した。

続いて 800名の収容が命ぜられ、収容所の候

補地として幾つか挙げられたが、最終的に高

師原の軍用地の一角（現在の緑地公園の片隅）

に伴虜収容所が建設されることになった。 5

月、 8,500坪 (28,000m'）の敷地に 200名を収

容する収容所 (612m') 4棟、それに衛兵所、

医務室、パン製造所など建物は全部で 16棟

が完成し、これを豊橋伴隈収容所高師原収容

場とした。

収容されたのは、下士級の兵卒であり、将

校を収容した本部の悟真寺などとは何かにつ

けて区別されたという 。収容所内では、演劇

も上演されるなど待遇は「｛平隈取扱規則」の

遵守に より決して悪くはなかった。同年9月

ポーツマス講和条約が成立すると取扱いは緩

和され、外出して買い物をしたり、旅行する

者も増え、帰国前の自由な生活を味わう光景

も見られた。11月に入り、将校送還から始ま

第 2章 歴史と生活

り、高師原収容場の伴虜も順次送還され、収

容場は閉鎖された。

その建物は、その後の「高師原演習廠舎」

として各地より演習に来る兵士の宿泊施設と

して使用されるようになった。

:・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ i「戦後になり、元高師原収容場の一部は開拓事

i業関係者の住居や公共の高師町公民館としても

使用されていた。敷地内には高師町神社や盆踊

りもした町内の広場もあった。また、お茶、鋳

物、マオラン、コンクリートなどの工場もでき、．

しばらくの間は仕事をしていたが、やがて他のi
土地へ移転していったよ。」 と80歳になる鈴木i
正美さんは話してくれた。 ： 
..................................................................... : 

軍隊と高師原 日露戦争後、第15師団が東海

道本線に沿ったところに置かれることになっ

た。高師 ・天伯原のある豊橋、 三方原のある

浜松、各務原がある岐阜、東京に近い沼津な

どが師団を設置してもらおうと熱心な誘致運

動をした。明治40年 (1907) 3月21日、陸軍

は最終的に豊橋に決定した。

師団の兵営建設は、現在の愛知大学周辺に

急ピッチで進められた。また、師団ができる

と道路整備が必要となり、田原街道、大崎街

道、小松原街道が拡張された。また、師団司

令部から柳生橋までの小池新道もつくられた。
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第15師団敷地図
（福岡村、高師村、磯辺村にまたがっている）
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校区の歩み芦原

明治41年 (1908)11月16日、 高師の師団司

令部で開庁式を行った。翌17日には練兵場で

師団の歓迎会が開かれて、終日祭り気分だっ

た。やがて、訓練の場として整備され、高師、

天伯原は日本でも名高い陸軍の大演習地とな

っていった。

また富本町から小池町にかけ、酒屋、食堂、

写真屋、土産屋、旅館などもでき 、急速に発

展していった。

高師原には馬を使う部隊が多くおかれたの
りょうまつしょう

で、給水飲馬場や陸軍糧株廠（馬草倉庫）、

演習時に使う廠舎（現在の緑地公園内）がい

＜棟かできた。演習は年中行事になり、大正

7年 (1918)10月には高師原陸軍特別大演習

が行われた。

高師原における陸軍の演習

芦原校区は演習地には入っていなかったが、

銃を担いだ兵隊さん、馬に乗った兵隊さん、

梅田川で馬を洗っている兵隊さんの姿はよく

見かけたそうだ。

第一次世界大戦が終わり、世界的な軍縮の

影響で、第15師団も大正14年 (1925) に廃止

された。しかし、騎兵隊第 4旅団（第25・ 26 

練隊）は対象からはずされた。新設の高射砲

練隊、陸軍教導学校（後の予備士官学校）陸

軍病院、兵器庫、補充馬廠などができた。そ

して、高師、高師原は演習地として昭和20年

(1945)の終戦まで続いた。

戦時中の生活と供出 昭和13年 (1938)、戦

争遂行を目的とした国家総動員法ができた。

「欲しがりません。勝つまでは」「贅沢は敵だ」

などを合言葉に戦時体制が推し進められてい

った。しかし、戦況は苦しさを増し兵器の原

料となる銅、鉄類が日増しに減少していった。
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金属回収令が出され、一般家庭からも供出

昭和17年 (1942) には金属回収令が出され

た。公共の金属金物類は取り外され寺院の釣

鐘や一般家庭の鍋、釜類まで供出の対象にな

った。また、同年には経済統制の方法として

「配給制」が実施され、生活必需物資が自由

に買えなくなった。さらに農家に対しても米、

麦、甘藷などの供出割当量はしだいに増えて

いった。食糧の増産をしたくても人手がない

うえに肥料はなく、自給堆肥や糞尿に求める

ありさまであった。末期になると石油不足も

目立ち、さつまいもからアルコールを取った

り、松の脂を精製して飛行機の燃料にしよう

とした。高師緑地公園にはノコギリで切込み

がつけられた傷の残る松の木が今も残ってい

る。

砂糖の買出し
（昭和 15年・生活物資が不足し、配給制度となる）
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本土決戦と芦原 昭和19年 (1944)、本土決

戦が避けられない状況になり、東海地方に第

13方面隊が編成され、名古屋に司令部が置か

れた。

豊橋の正面、太平洋岸の防衛にあたるの

は主として第13方面隊に編入された第73師団

（通称は怒部隊）が担当することになり、各

所に分散して部隊をつくり、訓練にあたった。

まず、表浜海岸の断崖など特殊な地形を利

用して水際で撃滅しようと洞窟の陣地の構築

に力を入れた。また、急きょ大清水に飛行場

の建設が陸軍から発表され、高師町からも大

勢の人が、スコップやジョレンを持って建設

作業に出かけた。当時は労働力不足であった

ので学徒も動員された。

54冨I峨）0

（翫藁l

(B/320.'7） 

0柁n頓坑尿団
196 （三98)

（こ中）

翌
,73痰団・・・・・・・懇iへ107 

• に'' "＼ 

原

0 -.... ✓ --←` 弓` リカ畜上歴予想点

均197
9田隕）

豊橋正面の軍防衛 （本土決戦に備える）

「赤羽根町の高松で本土決戦に備えた怒

部隊の陣地構築を手伝った。東三河の各

地区から集められた120名くらいの学徒

が赤羽根渥美農場で寄宿しながら作業を

した。食事の世話をする班、スコ ップで

人間一人が入れるぐらいのたこ壷を掘る

班、兵隊が爆破した石をモッコで担ぎ出

す班、 ・・・ ・10人一組で分担した』

高師町の豊田正人さん (76歳）は当時の

様子について語ってくれた。

作戦は後退配備も考えられていた。芦原に

も二連機関砲が据え付けられ、天伯の法事堂

と西幸にはトーチカ陣地も作られた。右上図

第 2章 歴史と生活

のように、松井 ・芦原 ・西高師の台地上の林

一体には暫壕通路が掘られた。また軍隊用の

大きな防空壕も奥谷寺の周辺や西上の谷に構

築され、現在も暫壕通路の名残が奥谷寺に見

られる。

第二本土防衛（怒部隊） 布陣図

（昭和19年 ・推定図）

推定図芳賀不二男

t壕

e臼台

て7戟車

よ二連憬関銃

r無線基地

゜
補給羅

本部

軍隊の食糧事情は極めて悪化してきた。昭

和19年夏には、食糧不足を少しでも緩和しよ

うと、高師・天伯原にいた各部隊から選抜し

た人員により農耕隊を作り、スコップ、くわ、

鎌などの農具や軍馬、荷車を使ってさつまい

も畑の開墾を行った。散兵壕にもなる ように

1 mほどもある大きな畝を作り、さつまいも

の苗をさした。肥料は豊橋補充馬廠から貰い

受けるようにした。切迫していた当時の様子

がうかがえる。

松井町に落ちた焼夷弾 昭和20年 (1945)6 

月19日の豊橋空襲の夜、植田町、大山町に続

いて松井町にも大型の油脂焼夷弾が落ちた。

その家の家族が防空壕から飛び出すと、 50cm

から 1m間隔位に油脂が飛び散ってめらめら

と燃えていた。家族と隣組の人たちで天水桶

の水をかけたり、火叩き棒を濡らして叩いた

りして消火したが、手が回らなく物置を全焼

した。

火を吐いた焼夷弾の抜け殻は、隣家の蒻屋

根を突き抜け、床下に突き刺さっていたが、

幸いに人畜に被害はなかった。
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決戦に備えた家庭の準備

怖かった爆風（昭和20年 6月24日）

家の防空壕に家族 6人がはいっていたけ

ど、 警報が解除されたので、母親に言われ

て神明川に洗濯に出かけた。洗濯を始めて

まもなく梅田川の鉄橋の方に飛行機が来た0:

急いで防空頭巾をかぶっ たとたん、頭上で ：

「ゴォー、ダダダ、…」と表現できないすi
ごい音、すごい爆風…、田の土が飛び散り ・

真っ暗闇にな った。川の水が飛び散った。

田の土でバタバタと激しく 音を立てた。私

は転がるように家の防空壕に駆け込んだ。

そこには誰もいなかった。かすかに「房

江、 房江、 房江」と呼んでいるような気が

した。身震いがし全 く動けなかった。しば

らくしてからだと思うが、母親が私を見つ

け、「生きておったか、よかった、よかった、

助かったなあ」と叫びながら抱きしめられ

た記憶がある。

母親は神明川で履物や洗濯物が散らかっ

ていたので死んだと思い、お前まで取られ

たら（長男一豊さんは戦死されている）ど

うしようと思ったそうである。一日外泊の

許可をもら って隊に戻 る途中の兵隊さん

（野依町の佐藤賓 さん）が、野依橋の近く

で自転車に乗ったまま、なくなられていた

との話を後で聞いた。

； 私は、大ショ ックのために 2~3日動け l
： 

iなかった。

戸沢（鈴木） 房江 74歳 （三ツ相町）l
：．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．： 

艦載機の銃撃 あれは桜の花が咲きかけた

頃のことだった。黒橋の近くの畑で仕事を

しているときだった。

突然艦載機が来て機関銃で撃っ てきた。

もうびっくりした。松林の中に逃げ込み伏

せた。ビシィ・ビシィと松の木に弾が刺さ

ってとおりすぎた。怖かった。

＊黒橋とは渥美線の大東園横の橋。この付

近の谷には戦車壕などがあ った。

山下こと 90歳 （芦原町）

原子爆弾の「きのこ雲」は、九千メートルの高度になった。

きのこ雲を見た 昭和19年 5月23日、 高師

神社で武運長久を祈願し、大勢の人たちに

南栄まで行列で送ってもら った。

豊橋駅から鈍行列車に乗り、広島県まで

行き、大竹海兵団に入隊した。 3ヶ月間の

厳しい訓練が続いた。特に忘れられないの

は、カ ッター訓練だった。両手の血豆が破

れ、その下の血豆が破れても誰も愚痴を言

わずに連日の訓練が続いた。訓練の仕上げ

として 2日間かけて宮島の赤鳥居まで 12

チームが競争し 1位でゴールインした。そ

の時は嬉しかったなあ。



昭和20年 8月6日は呉の吉浦から広島の

きのこ雲 （新型爆弾）を見た。今でもはっ

きりと思い出すことができるが、後になっ

て原子爆弾だということがわかった。やが

て終戦になったが、輸送艦に乗っていたの

で、すぐには解散にはならなかった。

昭和20年12月5日やっと豊橋の自宅にた ．

どり着いた。

志願兵林昭一 77歳（西高師町） i
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

庭から見た艦載機 父親が「警報が出たぞ、i
すぐ入れ」とよく 言ったけれど、いつもの ：

ことなので防空壕にすぐには入らなかったi
縁側から南を見ていると、艦載機が超低空

で大崎の飛行場を目指していった。乗って

いる人の姿が見えた。飛行場から黒煙が上

がり、避難した日本の飛行機が上空を旋回

するのを何度も見た。

隣にいた兵隊さんが、「日本も B29より

大きな飛行機を作っているぞ」といってい

たけれど、じきに終戦になってしま った。

M・H 71歳 （西高師町）
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

炊事に使われた我が家の井戸水 高林寺の

北側（家の前）に表浜の養蚕農家を移築し

た集会場（公会堂と呼んだ）があ った。一

階は 8畳が八つ、 二階は六つあり、大きな

炊事場も付いていた。その公会堂は怒部隊

の兵隊さんたちの食事を作る場所になって

・いた（炊事場は各地の学校、お寺、集会場

など随所に分散していた）。食材はどう調

達したか分からないが、水は井戸水が豊富

に出た私の家に汲みに来ていた。

大きな水桶を二人で担いで日に何度も運

んでいた。食事は時間になると町内のあち

こちに分宿していた兵隊さんが受け取りに

来ていたようだ。また、毎日ではなかった

が、 2~3人が家の風呂をつかっていった

第 2章歴史と生活

iこともあ った。

鎌子 郁夫 74歳 （西高師町） ；

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

高師国民学校 （昭和16年の「国民学校令」

で豊橋市高師国民学校に校名が変更になっ

た。）

昭和20年、私は高師国民学校初等科の 5

年生だった。空襲警報が毎日のように出て、

出るとすぐ下校した。暇だったので友達と

あっちこ っちでよく遊んだな ぁ。学校では

農作業もかなりあ って教室の授業はほとん

どできなかった。体を鍛えるために運動場

では、団体行動や駆け足訓練が多かったが、

みんな気合が入っていた。高等科の先輩た

ちは背のう、ゲートル、竹やりなどを使っ

た軍事教練をよくやっていた。シートを使

って靴を一針ー針縫っ たこともあ った。

K・S 71歳 （高師町）

敵機が反転 我が家 （芦原町）の入口の所

に、 20mm2連双機関砲陣地があ った。ある

時、大崎飛行場が米軍艦載機の攻撃を受け

た。帰りの飛行は、こちらから見ると植田

橋辺りから敵機が上昇してきた。それを兵

隊が狙い撃っ た。そしたら、敵機が反転し

てきて、こちらに向かって機銃掃射をして

きた。当たらなかったけれども、ものすご

く気味悪い音だった。

豊田正人 76歳（高師町）
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(6)戦後のあゆみ

広大な旧軍用地は食料増産と失業対策の二

つの目的から、国の緊急開拓事業として県と

協力して進められた。

昭和20年 (1945)11月6日、開拓が着手され

た。開拓農民の募集は戦災者、海外引揚者、

復員者、失業者などを対象とした。翌年には

入植者を対象に開拓指導所、開拓実験農場も

浜道に併設され、開拓に対する指導体制も整

備されていった。

しかし、軍用地は荒地であり、農地には適

していなかった。開墾は人力に頼ることが多

く、その労力は大変なものであった。

も土地はやせていたので、収穫は極端に少な

しか

兵器の処分 昭和20年 (1945) 8月15日、終

戦により武装が解除された。この近辺は古く

から軍事施設があり、本土決戦に備えた前線

基地になっていたので、兵員のみならず武器

（戦車、 トラック、大砲、小銃など）、弾薬、

糧株の軍需品が集積された。進駐軍の武装解

除の命令によって兵器は高師原（現ユニチカ

付近）に集められた。また、廠舎には食料、

レントゲン、木材などが集められ、 一般の人

が近寄らないように昼夜見張りをしていた。

兵器は米軍立会いのもとに何回にも分けて

焼却処分された。弾片が飛散するので付近の

住人に避難通知がでたこともあった。

高師町の鈴木正美さん (80歳）は焼却の

「ドーン」という音と同時に、すごい爆風で

自宅の瓦が浮いてしまい、屋敷瓦を葺き替え

た思い出や畑で仕事をしていて破片でけが人

が出たことも話してくれた。兵隊は逐次復員

していった。

高師原の開拓 終戦を機に高師原は農地とし

て解放され、入植者たちの涙ぐましい努力に

よってその広大な土地が新しい時代にふさわ

しく生まれ変わっていった。

その概要は次のようである。

かった。

住居をはじめ生活環境も予想以上に厳しく、

入植後出費がかさみ、離農者がでる状況にま

で発展していった。そうした状況を打開しよ

うと、県下の開拓者の代表が菓まり、愛知県

開拓連盟を発足させた。開拓民の切実な願い

は国をも動かし、豊橋地区では九つの開拓農

協が成立し営農基盤が確立された。さらに、

各開拓農協は連携を強めた。

・マ ー`ニ-• 

置• .....,. -`ジ．色2い富・一．．．ごヽ
` ... 、• - i ・ •. ;` ヽ 3

噸叩直騒瓢鳥し｀芯．二•こ・ミー—
開拓者の家

工場誘致 昭和20年代後半から 30年代にか

けては、戦後の混乱期が過ぎ、全国的に次の

ステップを目指した工業政策を推進しようと

していた。

豊橋市でも失業問題の解決、経済的な発展、

町に活力を持たせるために大工場の誘致運動

28 
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を強力に展開していた。

大日本紡績が新工場建設計画を発表すると、

全国28の都市が工場誘致に名乗りを挙げた。

豊橋市は広大な旧軍用地（高師原）に誘致

しようと官民一体となり運動を展開した。そ

の結果、昭和25年 (1950) 9月20日に豊橋市

に内定したとの通知が届いた。

その後、①多量の工業用水確保の件、 ②立

地条件整備の件、 ③農地の買収の件などの難

問題を解決し、同年12月正式に契約書を交わ

した。昼夜の突貫工事が続き、翌26年12月5

日、落成式が行われた。軍事演習地だった高

師原に 26万rn'の敷地を持つ豊橋市初の大工

場、大日本紡績豊橋工場（ユニチカ）が誕

生した。

くく戦後の生活体験＞＞

戦時下の苦しさから開放され、新時代に向

けて社会は大きく変化した。

今回は松井町に住んでいる四人（伊藤みつ

子さん 80歳、大竹義昭さん 66歳、加藤千鶴

子さん 76歳、竹田久子さん 80歳）に、終戦

から 5、6年間の町内や家庭の様子について

語ってもらった。

.................................................................... 
自給自足 米、麦、芋を供出した残りを主

食とし、野菜や菜種など他の作物をいろい

ろ作るなど食料の自給自足をした。

大豆から豆腐や味噌を作り、菜種を収穫

し油と交換したり、小麦を農協でうどんに

替えたり、大林製菓でパンと交換した。

庭で鵠を飼って卵をとり、産まなくなる

と殺して食べた。おやつは芋を蒸かしたり、

切干し芋にしてよく食べた。山羊を飼って

いた家もあった。牛を使って共同作業でサ

トウキビをしぼり、煮詰めて黒砂糖を作っ

た。当番の日は夜中まで薪を燃やし続けた。
....................................................................... 
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サトウキビしぼり

.................................................................... 
盆踊り 昭和21年 (1946)から学校の運動

場を会場にして盆踊りが始まった。中央の

踊舞台は牛車を 2台並べ、上に大台を載せ

て広くして作った。太鼓が聞こえてくると

お隣さんと連れだって出かけ、大人も子供

も遅くまで踊った。盆踊りの日が違うと高

師や植田、大崎まで出かけることもあった

り、他の町の若い衆が集団でやって来て、

：舞台に上り踊ったりした。乳母車に子供 ：

：を乗せて踊りに出かけたりしたこともあっ ：

：た。 ： :...................................................................... : 

.................................................................... 
潮干狩り （昭和22-26年） 町内の子供た

ちを楽しませようと、 5~ 6台の牛車に

40人ぐらいの親子が乗り、前芝海岸に毎年

出かけた。到着すると子供たちは泳いだり、

貝を掘ったり、カニをつかんだり、走りま

わったり、思い思いに楽しんだ。 昼にな

ると持参したおにぎりを一緒に食べた。帰

りの牛車でも歌ったり、しゃべったり、親

子ともどもリラックスできた。
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

:・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・: 
i買い出し 食料（芋、麦、時には米）の買 i
： 
；出しに朝からよく来た。関西の人が多く、 i
: : 
；ほとんど物々交換だった。京都から来た人 ；
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；と交換した着物類は、上等の品が多くて娘

iたちの嫁入り仕度になった。

； 買出 しに来た人は、苦労して買い出した

；食糧が運悪く警察の取調べに会い、取り上

iげられたこともあったようだ。

； 畑の芋や生垣の上で乾かしていた芋切干

；しが、盗まれることもよくあった。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

夜なべ仕事 我が家では長いコードに裸電

球がついていた。母親が針仕事（仕立て、

繕い物）をしていると、その部屋に家族が

集まり過ごした。人口の土間で父親が蒻仕

事（むしろ、俵、ぞうり、すがい等）をす

るときは電燈を移動し、家族はそれに合わ

せて過ごした。半分居眠り しながらタライ

で洗濯などもした。

(7)市街化

芦原団地の誕生 豊橋鉄道が渥美線の利用客

増を図るために、沿線の住宅分譲事業に乗り

出した。

植田町向ヶ丘団地に続いて、昭和36年

(1961) から造成が始まった。北側は雑木林、

南の斜面にはツツジが咲き、道に沿って段々

畑があった。池から流れる小川もあり、県道

近くには小さな田もあった。

翌37年になり、第一期の分譲住宅が売り出

されると希望者が殺到した。第一期入居者の

鈴木義夫さんは「当時は中郷町に住んでいた

が、とにかく駅に近いこと、日当たりは良く、

浄化槽完備と聞いて早速応募した。競争は 5

倍で公開抽選になった。家内が運良く 引き 当

ててくれた」と話してくれた。

以後も好評のうちに開発は続き、昭和39年

(1964)には 90戸の団地が完成した。

町内は、西高師町西浦、奥谷、沢向と芦原

町字西上を合わせて新芦原町となった。

昭和37年 (1962) 3月には渥美線「芦原」

駅が復活し、団地から大勢の人たちが利用す

るようになった。街づくりも街路灯の設置、

消火器や用水池の完備、雨期の出水対策な

ど町民の努力により環境も次第に整備されて

しヽ った。

昭和48年 (1973) には、高師西保育園（現

あしはら保育園）が開園した。団地の周辺に

も住宅やマンションが建ち並ぶようになった。

平成17年 (2005) には世帯数250戸、人口

869人の町になっている。

進む市街化 昭和40年 (1965)頃から芦原校

区の北側にも住宅や商店、工場、金融機関が

建ち始め、昭和45年 (1970)の市街化区域の

指定を境にして急激に市街化されていった。

その理由としては、①豊橋市の中心部が過密

状態で住宅地が増やせないこと。②芦原校区、

高師校区の位置が豊橋市内までわずかな時間

で行け、通勤距離も適当であること。③平坦

で宅地に好都合の状態だったことなどがあげ

られる。

市街化がすすみ、農業を取り巻く環境は大

きく変化していった。郊外に新たに土地を求

める人、アパートやマンションを経営する人、

農業をやめて他の仕事をする人など と様々で

あった。

現在も工場跡地や畑に住宅やマンションの

建設が見られる。まだまだ止まりそうにない。

市街化の進む校区（平成18年芦原町）
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交通の発達
(2)街 道

(1)古道と常夜燈 芦原校区には、次の主要道路が走っている。

かいどう

田原海道（古道） 吉田を起点とし、田原 ・

伊良湖に通ずる唯一の道として田原海道があ

った。古道は国道259号線を左右曲折するが、

現在も道路として活きている所も多い。文政

～天保年間にかけて、南栄空池 ・向草間東光

寺前 ・松井神明社前・植田陽光寺前の古道沿

いに常夜燈が建てられ現在も点灯されている

ところもある。

おくごうりみち

奥郡道（通称二川街道） 二川から松井町で

田原街道に至る通称二川街道を縫うように古

道があった。その古道沿いの村辻に 1碁づつ

秋葉山常夜燈があった。高林寺前のものは、

道路事情により高師神社境内に移設された。

芦原奥谷寺前にある常夜燈には「皇大神宮」、
こんびら

「秋葉山大権現」、「金毘羅大権現」、台座には

「村中安全」と刻まれている。

火難 ・水難防

除 ・村方安全を

毎夕祈念し村人

が灯明を灯した

としヽ う 。 また、

街道には、必ず

旅人の目安にな

るような大木が

植えられ、芦原

大松もその一つ

である。

現在、木は枯

れ、根だけが残っている。松の下は七曲り坂
どうそじん

と呼ばれ、途中に道祖神が祀られており、そ

こを通る旅人は旅の安全を祈ったという 。現

在もその石像が草むらの中にひっそりと立っ

東三河環状線 国道 1号線二川から物流の拠

点三河港に至る道路である。野依街道および

国道259号線と交差するため、かなりの交通

量があり、安全運転の遵守が求められている。

li 

―:r,  -- -

高師神社の常夜燈

（高林寺前の交差点から移設）

田原街道（国道259号線） 豊橋と伊良湖を

結ぶ甚幹国道で、校区の幹線道路である。朝

タ、高師町交差点付近はかなりの混雑である。

高師駅以西から松井町にかけて多くの自動

車販売店が軒を連ね、自動車の街というほど

の景観である。

野依街道（県道407号線） 南栄空池から若

松町に至る野依街道は、明治42年 (1909)第

15師団によ ってできた軍用道路（特 5号線）

で、後に伊古部に接続され県道になった。

渥美線・梅田川橋梁下を通る東三河環状線

(3)豊橋鉄道 渥美線

ている。

渥美半島に電気鉄道を敷設 して半島を開発

しようという計画は、明治の終わり頃より出

始めていた。当時の交通機関は、わずかに馬

車の便によるものがほとんどであった。

しかし、ようやく機が熟し大正10年 (1921)

4月発起人（吉原祐太郎氏ほか 22名）に対
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して豊橋市花田～渥美郡福江間の軌道敷設許

可があり、大正13年 (1924)1月22日高師～

豊島間 (11.3km) に電車が走った。

芦原駅は、渥美線開通時に生まれた駅のひ

とつであった。この駅を作るのに使う土は、

芦原奥谷寺の南の山を崩し、 トロ ッコで運ん

だ。その頃、芦原には 20戸ほどの家があり、

この人夫として働いた人もいた。

最初の計画では、高師～草間～西植田と今

の国道259号線に沿って敷かれる予定であっ

た。しかし、地元有力者で衆議院議員に 2回

当選 し、初代渥美電鉄株式会社の社長でも

あった吉原祐太郎氏の尽力によって、芦原駅

が生まれた。

昭利 2年 (1927)10月には、 豊橋～黒川原

間が開通した。その後芦原駅は 1日利用客が

2 ~ 3人しかなく、昭和19年 (1944) 6月 5

日閉鎖された。

渥美電鉄は、昭和15年 (1940) に名古屋鉄

道と合併した。

芦原駅の復活 渥美線は、 昭和29年 (1954)

に名古屋鉄道から豊橋鉄道に譲渡された。

豊橋鉄道は、沿線地域の活性化に寄与する

ために住宅開発を進め、植田向ヶ丘団地90戸

分譲に続いて、 昭和36年 (1961) より 芦原団

地を造成し住宅分譲を 1年に 30戸づつ 3回

に亘って実施した。その後、周辺にも住宅が

増え、昭和37年 (1962) 3月15日芦原駅が復

活した。

芦原駅始発電車 （平成18年(2006)8月現在）

上り 5時34分新豊橋行き

下り 6時07分 三河田原行き

芦原駅発終電車（平成18年 8月現在）

上り 23時01分新豊橋行き

下り 23時35分 三河田原行き

•本数は15分に 1 本間隔で運行されている 。

’ 

／ 
／ 
//9 

Z’ 

/ 

芦原小学校近くにある芦原駅

(4)バス路線

校区内を走っているバス路線は、平成11年

(1999) にはユニチカ線が利用客の減少によ

り廃止され、新たに豊橋駅前より住宅密集地

の弥生町や三本木町を経由し西高師までの路

線が新設された。

伊良湖本線 豊橋駅前から国道259号線を田

原・伊良湖方面に 1時間に 1本運行されてい

る。バス停は高師駅前と松井町の2ヶ所である。

三本木線 豊橋駅前から北山～三本木～高師

本郷～西高師経由で、 1時間に 2本運行され

ている 。

表浜線 豊橋駅前から北山～三本木～高師本

郷～西高師～野依～伊古部経由で、 1日に 3

本運行されている。（平成18年(2006)9月現在）

伊良湖本線 （松井町バス停付近）



0 産業のあゆみ

(l)農業

耕地の拡大と水の確保 先人たちは農業の生

産性を高めるために、耕地を広げたり、水の

確保に努めてきた。耕地では藤並 ・芦原 ・松

井などの新田づくりがあり、水の確保では

梅田川の井堰から大井用水、芦原用水を引い

た。また、雨溜池であった磯辺の杓子池を拡

張し、大貯水池の昭和池を築造した。昭和43

年 (1968) になると農家待望の豊川用水が全
はたちかんがい

線開通し、畑地灌漑にも利用されることによ

り、農業の近代化への道が開かれていった。

一方、農業生産性の向上に忘れてはならない

のが農地改革である。

昭和22年 (1947)の第二次農地改革により、

不在地主の全農地と農村に住む地主が持つ l

町歩 (1ha) を超えた分の農地を強制的に

国が買い上げ、安い値段で小作人に売り渡さ

れた。こうした流れの中に高師原の開拓も進

められていった。また、自作農中心の経営に

なったので、南部土地改良区や各地の土地改

良も計画的に進めることができたのである。

昭和池の増築

多角経営から専業経営 戦前戦後を通じ、農

家は自給自足を建前と して経営していた。

戦後の食糧難もやわらぎ、世の中が落ち着

いてくると食生活に変化が現れてきた。農家

も土地に適した作物を重点的に作付けるよう

になった。

第 2章歴史と生活

すいか畑

昭和30年代になるとビニール栽培（小トン

ネル、大トンネル、ハウス）が取り入れられ

生産量は大幅に増加し市場に出荷された。

昭和43年 (1968) に豊川用水が通水すると畑

地灌漑が可能になった。これまで露地作物の

中心だった甘藷、麦類は減り、スイカ、キャ

ベツ、ハクサイ、ダイコン等が作付けられる

ようになった。豊川用水の通水は作物の多種

栽培を促し、農機具や化学肥料の普及、生産

技術の向上と相まって生産量を飛躍的に伸ば

す結果となった。

このようにして高師・天伯原台地で生産さ

れた作物は JA豊橋を通し、整備された道路

とトラック便の発達により、大都市の市場に

出荷されるようになった。

........................................................................ 
50年間農業をして K ・H （西高師町）

く 三つの思い出 ＞ 

〇牛車にハクサイを載せて渥美線の高師駅ま

で運搬した (30年代後半）。冬の夜明けとと

もに始まる貨車への積み込みで賑わった。

〇殺虫剤の農薬（ホリド ウル ・パラチオン）

を散布したが、毒性が強く、夏でもカッパ

を着て、マスクをかけ、手袋をはめてやっ

たが数年で使用禁止となった。(30年代後

半）

〇一番情熱を持って育てた作物は、スイカで

35年間続いた。ビニールの三角帽子、小ト

ンネル、大トンネル、続いてハウス栽培だっ

た。最速は 5月上旬の出荷だった。今は息

子たちのイチゴ作りを手伝っている。
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と泣＇ 多9_、．マ

ハクサイの積み出し （昭和45年頃・高師駅）

n, 9 1、、11 1 .... _,__ ・-

田植前の苗取り （昭和48年頃）

かき

さらに技術が進歩し、果菜や花舟の周年栽

培が可能になり、専業化が進みつつある。

一方、後継者が少なくなり、農家数は減少

しているのが現状である 。特に専業農家では

その傾向が大きい。

しかし、若い後継者たちは仲間ど情報を交

換し、関係機関と協力しながら消費者ニーズ

に対応しようと常に経営努力に努めている。

0芦原校区専業農家数

｀ 町名

昭和40年 平成 7年 平成17年

西高師 29 17 12 

高 師 2 

゜゜芦 原 8 5 5 

松 井 15 15 12 

新芦原

゜゜゜A ロ 計 54 37 29 

(2)工 業

江戸時代の中頃から大正の終わり頃まで、

梅田川下流域の高師村大字磯辺汐浜（現 ・大

山町塩浜）で製塩をしていた。天日で海水を

濃縮し、それを煮詰めていた。生産量はあま

り多くなく、主に高師村周辺の自給用であっ

たが、 一部は吉田藩に本途物（米）と共に小

物（特産品）として納められた。

芦原校区は、昔は農業地帯であり、その後

住宅地となったため工場は少ないが、東伸繊

維、大林製菓、高師製材、イズミテック、豊

鉄建設、などがある 。

東伸繊維（株） 昭和35年 (1960)、布団の“わた'’

作りを中心に創業した。昭和44年頃からはフ

ェルトも作るようになった。フェルトは自動

車の内装材や、エアコンの室外機に難燃繊維

として、また安全靴の底や防空頭巾など広い

範囲で使われており、現在は主力製品となっ

ている 。フェルトの原料は古い洋服やセータ

ー等をリサイクルしたものと合せん繊維など

である 。

大林製菓（株） 昭和 5年 (1930)和菓子作りを

始め、戦後はパンの製造を本格的に始めた。

その頃は、世の中全体が食糧不足で大変忙し

い時期であった。特に、 30年代後半までは、

近くの農家の人が小麦を持ってきてパンと

物々交換をした。その後、販路は渥美半島一

帯と東は白須賀辺りまでと広範囲に及んだ。

平成18年 5月に屋号を「だいふく屋一休」と

し、和菓子を中心に製造販売している。

高師製材（株） 設立は戦後の昭和22年 (1947)、

最初の名称は高師土建、製材と土木建築でス

タートした。戦後の復興期で、南栄の田原街

道沿いの商店街を建設したり製材部門も大変
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多忙を極めた。平成15年 (2003)製材部門を

廃止し、マンション経営と木材の販売になった。
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（株）イズミテック ボイラーの水処理剤の製造

販売会社として昭和37年 (1962) に創業した。

以降、社会的な公害問題を機に環境分析を開

始し、昭和51年 (1976) に環境計量証明事業

所となった。主な事業内容は、高度な分析技

術を必要とするダイオキシン類などの環境の

測定分析、作業環境測定、飲料水検査、品質

検査などを行っている。

特に最近では、シックハウス測定、土嬢汚

染調査、アスベスト検査などが増えてきた。

環境計量証明事業とは、私たちの住む環境を

構成する大気、土壌、水中の有害汚染物質の

濃度や、騒音及び振動の大きさを正確に測定・

計量し環境計量士が計量証明書を発行する業

務である。

豊鉄建設（株） 昭和53年、南松山町に豊橋鉄道

の保守業務を主な事業として発足した。

平成 2年には、現場事務所を芦原町に開設

した。以降、本社機能も芦原に移転し、土木、

建築、リフォームも含んだ総合建設業を営ん

でいる。品質マネジメントの国際規格である

1S09001も取得し、 『環境への配慮を大切にJ

をテーマにオール電化や太陽光発電にも取り

組んでいる。

(3)商 業

昭和10年代の商店 古老たちの話によると

『昭和10年代の校区の商店は、西高師町の野

依街道沿いの西側に、 「河合かじ屋」「金子商

店」「佐野薬房」「伊藤酒店」「村田自転車店」

があり、東側に「高田雑貨店」「平川床屋」

が並んでいた。高師町には人家も少なく商店

はなかった。松井町を通る田原街道には高師

駅近くに「篠原商店」「内藤タバコ屋」があ

っただけだった。』

と、当時を思い出しながら話してくれた。

戦後の商店 戦後になり高師原は開拓地とな

り開放された。そして豊橋の発展とともに豊

橋南部地区は、住宅・工場・商店がしだいに

建つようになった。昭和45年 (1970)市街化

地区に指定されると一段と加速した。昭和55

年になると芦原校区の人口は6,350人となり、

以後も増加を続けている。

駄菓子屋

商店は時代とともに増加し、交通量の多

い野依街道、田原街道沿いに集中した。松井

町、芦原町、高師町などでは住宅の一部を商

店に当てたクリーニング店、美容 ・理容店、

飲食店、菓子店、衣料店、電気店、八百屋な

どが出店して便利になった。

最近では、野依街道沿いに、色々な業種の

商店が多数あるのに対し、田原街道沿いには

自動車の販売店の多いことと、銀行、パチン
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コ店など駐車場を確保した店がある。自動車

の普及にともない校区内外に大型のドラッグ

ストアーやスーパーができ、品揃えが多く買

い物客はそちらに流れているのが現状である。

大型店も小売店も各々競争が激しく、宅配の

取り扱い、各種の取次ぎ、 ATM （現金自動

出入機）の設置をはじめ集客のサービスや販

売のエ夫に努めている。

また、 24時間営業のコンビニが各地に出店

し始め、若い人を対象に営業しているためか、
てったい

コンビニ間の競争も激しく、撤退も早い。

田原街道

野依街道

グ ・

.4 総代会と校区の活動

(1)校区創立に向けて

昭利53年 (1978)西高師町、高師町、新芦

原町、芦原町、松井町の 5町総代を中心に新

校区創立に向けて、設立準備会が発足した。

この会は創立に関係する諸案件の窓口業務

を3年間にわたり行った。

準備会メンバー

西高師町植村春末

高師町 杉浦亘夫

芦原町 山下 清

新芦原町斎藤牛之助

松井町 大竹正二

＜＜校区誕生まで≫

神藤賛男

芳賀不二男

金沢清

中村市朗

:・... ;;;:~:.; ;.;.;:;;.: ;.;.;:;;;............................................. : 
1 新校区の区界
l案：市側から、交通事情を考慮し、国道l

259号線以南、野依街道以西、梅田川

に囲まれた地域（西高師町・松井町は

分町）

2案： 5町全域参加案

3案 ：できるだけ分町を避ける線で学区界

の設定

以上の案件を協議した結果、通学距離、

通学の安全性、神社、公民館などを考慮．

し、 一部地域の除外を認め、 3案で決着：

した。

2小学校建設の位置

地元から三つの候補地を提案

1案 ：白山地区（土地が狭い）

2案 ：野依橋近くの柚木地区（距離に難）

3案 ：芦原町嵩山地（中心に近い低地）

協議の結果、当時の青木茂市長の意見

を参考に、 3案に決定した。

3 用地取得と自然災害・通学路対策

バブル全盛期のため、地権者には地元総；



代が中心となり説得に奔走した。豪雨、高
かさあ

潮、地震対策には土地を 3m嵩上げする。

通学路安全対策として、松井町の国道上に

歩道橋の新設を県に要請する。

4 校名決定

校区民から募集し、上位三つの「瑞穂」、

「芦原」、「高師西」について、市教育委員

会で校名選定会議が召集され「芦原小学校」

に決定した。また緑化対策としては、多数

の方から樹木の寄贈があった。

(2)総代会と各種団体

総代会 総代会は、芦原小学校通学区域内の

町総代および校区内の各種団体の長をもって

組織し、お互いが連絡協調して校区の発展に

寄与するこ とを目的としている。

昭和56年 (1981) 4月発足時初代各町総代

西高師町植村春末 高師町 森下節雄

芦原町 芳賀不二男新芦原町平山正春

松井町 加藤久義

歴代校区総代会長（年度）

昭和56年～平成 7年植村春末（西高師）

平成 8年～平成11年 壁谷安之（西高師）

平成12年～平成13年藤下篤夫（高師）

平成14年_:_平成15年大竹正一 （松井）

平成16年～平成17年 天野宏行（芦原）

平成18年～ 棚橋建太郎

（新芦原）

各種団体 校区には、次のような団体が意欲

的に活動している。

・社会教育委員会 ・体育委員会

・消防団 ・清掃委員会

・子供会 ・まちづくり実行委員会

・防犯委員会 ・交通安全推進委員会

• 更生保護女性会 ・民生・児童委員協議会

・老人クラブ ・身障者委員会

第 2章歴史と生活

(3)主な活動

成人式 （社会教育委員会） 毎年 1月に、芦

原小学校において、校区内で成人となられた

若い人の前途を祝福し、関係者が集まって成

人式が開催される。

校区体育祭 （体育委員会） 毎年 9月、秋の

1日、家族そろってスポーツに親しむ行事と

しては、小学生から大人までが参加し、 100

m競走、大縄跳び、綱引き、パン食い競走、

親子リレーなどが行われる。この他男女ソフ

トボール、女子バレーボールなどの競技も開

催される。

マ`・エH=可 89•

小学生100m競走

児童・園児との交流 （老人クラブ） 会員相

互の親睦を図るため、旅行、芸能大会などを

行っている 。その他、芦原小学校児童との

交流（昔の遊びを楽しむ会 ・グラウンドゴル

フ）、あしはら保育園児と一緒に遊ぶ会 • も

ちつき大会を実施している。

児童と昔の遊びを楽しむ会
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民生・児童委員協議会 地域住民からの社会

福祉に関する相談や支援を行っている。主な

活動は、介護等の相談と高齢者の見守り、子

育て支援、認知症の予防活動などである。

校区防災訓練 （校区消防団 ・校区防災会 ・

市消防署） 「自分たちの町は自分たちで守

る」ため、防災に関心を持ち 、いざと言う時

に少しでも役立てるため各種団体の参加を得

て、初期消火、救急手当てなどの訓練を実施。．に
I 

防災訓練開会式

校区文化祭 （校区まちづくり実行委員会）

平成17年度8回目を迎えた。校区の芸術 ・

文化活動の祭典は、芸能大会、作品展（フラ

ワーアレンジメン ト・ 手芸 ・絵画 ・生け花 ・

陶芸 ・ 木彫り）、芦原小学校児童 • あしはら

保育園児の作品展とフリーマーケットなどが

盛大に開催される。

作品展

その他の活動 高齢者交通安全巡回教室。ゴ

ミゼロ運動。小中健全育成会。本郷地区市民

館まつりなどがある。

5 これからの芦原校区

一願いと希望•そして夢一

芦原 5町の総代さんと小学校長が各町 ・学

校の様子と本年度（平成 17年）の取組み、こ

れからの芦原校区づくりについて話し合った。
r.ー・ー・ー・ー・ー・ー・一・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ 9

，. 

各町内・学校の現状と取組み

・役員組織の改善、きれいな町づくり（ゴミ

対策）、情報の共有

• 新規事業（ミニガーデンづくり、七五三祭

り）、外部からのゴミ持ち込み対策

・納涼祭り（盆踊り）の復活、交通事故防止

と不審者対策

・公民館の設置、地震対策（保育園移転）

・児童、生徒の健全育成、あいさつ運動

・学校と地域との連携、 PTA活動の充実、

話し合いを踏まえて校区としての取組みを

確認した。

2「これからの芦原校区」に向けて

・元気な校区にし よう（行事の活性化）

• 安心、安全な校区にしよう

• 清潔な校区にし よ う

・災害（防火 ・防災）に強い校区にしよう

・学校との交流を一層深めよう

3 校区としての当面の対策

・総代会と行事担当者が事前、事後の打ち合

わせを十分行う

・行事の反省点、要望等を記録し次年度に申

し送る

・校区民が気軽に交流できる「参加型」の

イベン トを企画する
・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・ 
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小美術館の屋根は太陽
の光をもらってきれい
な赤や緑などになる。
温水プールで5階建て！ ！ 
水族館には魚がいっぱ
い (3-2 木下万菜）
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うれしいです。 (3-3 二見奈苗

学校や学校のまわりが、 「こんなふうに

ったらいいなあ」という未来の夢を、芦

小学校の全校児童に募集したところ 、た
忽ヽ

さんの子が素敵な夢を描いてくれました

「こんな校舎になればうれしいな ！」 「

な場所が学校にあったら楽しいな ！」

ヽうものをスケッチした中から、数点選

ここに発表しました。

川を改造しよう
• i、

←' 
V 

五言偽例／`
(3-2 藤本汐理）
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1 学校教育と保育

(1)歩みだした「近代学校」

明治 5年 (1872)学制発布により高師校区

には、「第10中学区第10番小学脩徳学校」が、

明治 6年 7月20日高林寺に設立された。

その年の 12月には「小学高足学校」、明治

9年には「渥美郡第24番小学高師学校」と改

名された。児童数の増加で校舎が手狭になり

津森の丘にあった村役場を廃止して校舎に使

用した。

明治34年 (1901)10月31日に上原の現在地

に移転した。この間、優れた教師達によって

優秀な子弟が多く育った。特に高等科には、

元脩徳学校があ った高林寺

津森学校跡 （現在西高師町）

植田 ・野依から通学者がいることから、渥美

郡の中心校としての存在であ った。

(2)芦原小学校ができるまで

戦後になって高師原（西幸・測点）・天伯

原に入植した人たちの子弟が、高師小学校に

通学するようになり、その数は三分の一以上

を占めだした。

また、高師原の真中にユニチカが話致され

た昭和26年 (1951)頃から、野依街道沿いに

家が建ち始め、年々増え続けた。特に、昭和

45年に市街化区域に指定されてからは、高師・

西高師 ・芦原 ・松井地区まで宅地化が急速に

進んだ。

その結果、昭和45年の高師小学校の児童数

約900名が、昭和51年には 1,850名となり市内

一位のマンモス校となった。翌年、幸小学校

の開校にともない、 1,613名と僅かばかり減

少したが、昭和55年には 1,914名に増えたた

めにプレハブ校舎で勉強する子供達もいた。

他方、磯辺小学校も高師小学校と同様に昭

和48年530名が、昭和54年には1,000名を超す

児童数であった。

学校が建てられる前 （水田であ った）



そこで、両校区の関係者はそれぞれが子供

達の幸せを願って、数多くの会合を持つとと

もに、市役所へお願いに出向いた。

(3)芦原小学校

小学校の誕生 昭和54年 (1979) 9月8日か

ら、用地の造成が始り、 翌年 6月27日に起工

式が行われ、昭和56年 3月に完成した。当時

としては珍しいベランダ付きの校舎であ った。
,_ 

完成した校舎

校名の由来

校区の人々から校名案を募集 したところ

85の名前があ った。「芦原」 と名付けられ

たのは、高師原の南一帯はかつて水田と畑

で周りには葦 もたくさん生えており「芦の

・原」と呼ばれていたこともあり、葦のよう

iにすくすくと元気に育ち、雨にも風にも負

iけない明るくたくましい活力ある子供にな

iることを願い決定した。

...................................................................... 
開校の日 「本日ここに、豊橋市立芦原小学

校の開校を宣言する。」昭和56年(1981)4月

2日午前10時、 青木茂市長の力強い開校宣言

が行われ、豊橋市で 46番目の小学校として、

発足した。

芦原小学校の校章

校章の形は、左

右の葦の葉と中

央の円で小学校

の「小」の字を

表し、葦の葉の頂

点を結んだ全体の

形は豊橋の「ちぎ

り」のマークを表

している

第 3章 教育と文化

五立、:
開校式 （昭和56年 (1981)4月2日）

初代 後藤正 (S56.4-S60.3) 

第 2代山下 喜一 (S60.4-Hl.3) 

第 3代杉浦武子 (Hl.4-H4.3) 

第 4代森田照彦 (H4.4~ H6.3) 

第 5代山本定美 (H6.4-H9.3) 

第 6代贄 浦 (H9.4-Hll.3) 

第 7代彦坂信行 (Hll.4-Hl5.3) 

第 8代鈴木 清次 (H15.4~ H18.3) 

第 9代岡田久嗣 (H18.4-) 

芦原小学校の歴代校長

児童数の変化 開校時の児童数は、男子344

名 女子304名、計648名であった。学級数は

全学年ともに 3学級合計18学級であ った。

児童数は下図のように昭和57年度 (1982)

に665名でピークを迎えたが、その後減少し

つづけ、平成11年度 (1999) には、 350名と

なった。それ以後は増加傾向にあり、平成18

年度 (2006)の児童数は 438名、 学級数は 16

学級である 。

開校から平成17年度までの卒業生総数は、

2,223名を数えている 。

700 

600 

1 lll 500 ~l-1~ II ~•I-

400 HO-

300 

200 

100 

゜S56 S61 H3 H8 H13 H18 

芦原小学校児童数の変化
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25年間のあゆみ 芦原小学校の教育目標を、

「忍耐と活力つよく たかく あたたかく」

とした。

昭和56年度の第 1回運動会を記念して、「芦

の子マーチ」がつくられ、開校 2年目に、待

望の校歌ができあがり、 12月5日校歌制定発

表会が盛大に開かれた。歌詞には、子どもた

ちのふるさと芦原で育つ熱い願いが込められ

ている。

匹＿ 
体育館に掲げられた校歌の扇額

昭和58-59年、豊橋市教育委員会より「学

校経営」の研究委嘱を受け、「芦原の地に根

ざした学校経営」をテーマに研究を実践した。

また、地域の様子を克明に記した、ふるさと

ミニ百科「あしはら」を発行した。

平成2年 (1990)11月3日には、開校10周

年記念式典行事が開催され、10周年記念誌「芦

原小この 10年」を刊行した。また、平成7年

(1995) には、開校15周年記念として、校舎

壁面に「校章」と「元気いっばい、工夫いっ

ばい、笑顔いっぱい」のスローガンを掲示し

た。平成12年 (2000) には、開校20周年記念

式典を行い、「校区たんけんマップ」を全世

帯に配布した。

平成13~15年度には、豊橋市社会福祉協議

会から「福祉協力校」、さらに平成16,17年度

は「福祉研究校」になり、「昔の遊びを楽し

む会」、「福祉実践教室」、「ボランティア活動

福祉実践活動」などの研究実践を行った。

平成15年(2003)、豊橋市教育委員会より「健

康教育」の研究委嘱を受け、平成17年 (2005)

芦の子ランドで遊ぶ子どもたち

11月2日、「心身ともに健やかで、楽しく活

発に活動する芦原っ子の育成」を研究主題に、

子どもの運動習慣（体つくり）と良い生活習

慣（生活つくり）の形成をねらい、子どもた

ちの健やかな生活の創造をめざして、研究発

表を行った。

平成16年度には、これらの地道な研究成果

が認められ、県教委・県学校保健会より愛知

県健康推進学校の「特選校」、17年度には「優

秀校」を受賞した。また、平成18年 7月27日

には、全国小学校体育科教育研究集会豊橋大

会の会場校となり、本校の健康教育の実践

は全国が注目するところとなっている。

芦原体操 カエルの逆立ち

運動面においては、平成元年に市内バスケ

ットボール大会女子優勝、市内水泳大会で女

子は、同年から 4年連続優勝を果たした。さ

らに平成 8年の市内サッカー大会で男子が優

勝するなど輝かしい成績を残している。



(4)本郷中学校

本郷中学校は、昭和61年 (1986) 4月1日

に高師台中学校から分離し、開校した。開

校時の生徒数は、男子539名、女子526名の合

計1,065名、学級数は 1年生が 9クラス、 2.

3年生が 8クラス合計25クラスであった。

2羽の

「しらさぎ」

を描いた

校章

校章は、本郷地区に数多く見られる「しら

さぎ」をモチーフに、夢を持って大空に羽ば

たいてほしいとの願いから 2羽組み合せて描

かれている。開校当初から、地域と一帯とな

った学校づくりをすすめ、学習活動や部活動

で多くの実績を残してきた。

本郷中学校

開校20周年を迎えた平成17年 (2005)度は、

男子254名、女子250名の合計504名、学級数

は1年生 4クラス、 2・ 3年生が 5クラスの

合計14クラスの規模である。平成17年11月6

日には、アイプラザ豊橋（勤労福祉会館）で、

20周年記念式典を開催し、さらなるステップ

アップを目指した学校経営を推進している。

第 3章教育と文化

(5)あしはら保育園

西高師町に昭和48年(1973)「高師西保育園」

が誕生した。用地は、上下二つあった池の内、

下の池を埋め立て、池の周りの松の大木も切

り倒し広い土地を確保した。

園舎は、南側に通路があり採光のよい 2階

建てである。

昭和59年 (1984)新たに遊戯室を建設し、

園の名前も「あしはら保育園」と改名した。

2階建ての遊戯室で、 1階部分は雨天時に も

遊具や砂場で遊べる構造である。

あしはら保育園

園長 （石田重子）の話

当園は住宅地の中にありますが、周辺に

ある緑地公園や梅田川、神社、広場などを

利用して積極的に園外保育を行い、自然と

のふれあいを楽しんでいます。また、園庭

にある土山を活用してのだんご作りや泥ん

こ遊びなど五惑を刺激するような体験や開

放感いっぱいの遊びを大切にしています。

室内ではリズム遊びやふれあい遊び、 絵

本の読み聞かせを継続的に行い、楽しさを

共感していく中で、子供たちのたくましさ

とやさしさを引き出す保育に取り組んでい

ます。

あしはら保育園の保育目標であります

「心身ともにたくましくよく遊ぶこど も」

像を目指し、これからも大切な子供さんを

お預かりしていきたいと思います。
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2 戦後の社会教育

戦禍で衣食住を失った国民が、苦しい生活

の中から立ち直った。その原動力は、戦後の

新しい教育を享受できたことである。学校内

外の場で、民主主義の精神を学ぶ教養講座へ

の参加や、第一次産業に携わる人々へ食糧増

産に関する産業教育の実地研修が行われた。

昭和24年 (1949) に社会教育法が施行され

た。この年、豊橋市教育審議会が設置され、

青少年及び成人の人間形成教育が行われた。

豊橋市の社会教育の歩みは、次のようであ

った。

(1)コミュニティ活動

日本経済が高度成長期の昭和40年 (1965)

後半には、地域住民のコミュニティ活動の場

として、市民文化会館や生活家庭館が開設さ

れた。また、各小中学校区には校区市民館や

地区市民館が設置さ れた。これらの施設は、

昭和60年 (1985)代後半、生涯学習センター

としての機能を果たし、今日に至っている。

生活家庭館

(2)校区社会教育委員会

地域住民の自主 ・自治組織である各校区社

会教育委員会は、昭和24年 (1949)に市社会

教育委員会連絡協議会（当初22校区）を結成

した。主な活動は校区ごとの成人式と社会学

級の企画・運営に当たった。昭和27年 (1952)

から 36年 (1961)頃までは、小学校や公民

館を会場にナトコ映写機による巡回映画が盛

んに行われた。娯楽の少なかった当時の人々

は巡回映画を心待ちにしていた。

亘。

ナトコ映写会

わが芦原校区社会教育委員会は、小学校開

校時の昭和56年 (1981)に高師校区社会教育

委員会から分離独立した。初代会長伊藤昭三

氏を中心に五町内からの委員で組織し、新成

人の門出を祝う式典の他、明るい社会づくり

の講演会の企画 ・運営を行った。

校区文化祭は、平成 8年 (1996)度から校

区まちづくり委員会ヘバトンタッチされたが

地域文化活動の推進役には、社会教育委員会

の活動が重要であるとの再認識により、平成

16年 (2004)度から社会教育委員会も加わり

今日に至っている。

平成18年1月9日芦原校区成人式



(3)芦原校区市民館の活動

今日の変化の激しい社会を生きていくため

には、生涯にわたって学習し、新たな社会や

価値ある文化を創り出す能力を自らの力で身

に付けていく必要がある。

昭和40年代後半から 50年代に、行政は市

社会教育審議会の答申に基づき、中学校区に

地区市民館、小学校区に校区市民館を逐次開

設した。

わが芦原校区市民館は、昭和56年 (1981)

4月に小学校の敷地内に開設された。開館の

目的は地域住民の教養の向上、健康の増進、

生活文化の振興などである。特に、市民館の

役割は地域住民の「集い、学び、結び」活動

を支援する施設である。

芦原校区市民館

芦原小学校の開校と同時に発足した芦原校

区にとっての校区市民館は、五町（高師 ・西

高師 ・芦原 ・松井 ・新芦原） の住民相互のコ

ミュニティ活動の重要な拠点の役割を担って

いる。多様化する住民の学習ニーズに応じた

企画 ・立案、運営は、校区市民館の運営委員

会に課せられている。

校区市民館の企画 ・運営面を委ねられた運

営委員会の組織は、総代会、各種団体長、館

長（非常勤）、主事の構成メンバーである。

館独自の事業計画は、時代の要請と地域住

民ニーズを考慮し、人と人とのつながりを重

視した心の豊かさや地域への愛着を醸し出す

第 3章教育と文化

講座の企画・運営に苦心している。特に平成

12年 (2000) から学校完全週五日制の実施に

より、土曜休業日の子供たち向けの生涯学習

では、生活体験を重視した「生きる力」の育

成と学校 ・家庭・地域とのより良い連携の在

り方が求められている。当校区市民館の特色

ある講座には「親子陶芸教室」「ドッヂビー」

「親子料理教室」などがあげられる。

親子陶芸教室

(4)本郷地区市民館の活動

当地区市民館は、本市21番目の（平成元年

(1988)）の開館で芦原・高師校区民が待ち望

んだ施設である。当館利用者が、生涯学習を

通して自己実現を図り、生きがいを持ち続け

るための支援活動については、市行政側と当

館運営委員会の企画 ・運営が鍵を握っている。

両校区民のコミュニティづくりの担い手は、

地域内の諸団体と当館で学ぶグ）レープやサー

クルのメンバーである。そして、 一般住民誰

もが気軽に参加でき、人と人との心のふれあ

いの場として、毎年地区市民館まつりが実施

されている。

住民の学習ニーズを充足する講座の企画 ・

運営は、市社教及び当館が責務を負っている。

平成17年 (2005)度の特色ある講座「パソ

コン講座」 「幼児ふれあい教室」「ベスト健康

法」などは、広報誌「市民館だより」「グラッド」

「市民館ホームページ」で市民に知らせてい

る。

45 



校区の歩み芦原

46 

本郷地区市民館祭り

21世紀に課せられた地区・校区市民館活動

は、地域住民の日常生活圏内における地域課

題の掘り下げと、すべての世代に開かれた総

合的な社会教育施設であるとの認識をどう育

成するかである。また、国際化に向けて国際

交流事業の企画とともに、自らが住む町や市

の地域文化 ・伝統芸能などの再発見と継承す

る学習の場の創造が求められている。

(5)高師緑地公園の施設

高師緑地公園には、生活家庭館や青少年運

動広場、高師老人福祉センターなどが設置さ

れている。

生活家庭館は、昭和42年 (1967) に市民の

生活改善や婦人（女性） • 青少年の研修の場

として開館した。生活改善の一環としての当

館での挙式は、予約しないと使用できないほ

どの盛況さであった。

-_••-~ 
」1..J“ii、i| ＇ 1・； -

9 - □97 -i 1 1 
ロゞL_．コ●l ' 

生活家庭館の結婚式 （昭和43年）

高齢化社会の到来を予期し、昭和48年

(1973) に市民60歳以上の高齢者が利用でき

る「高師老人福祉センター」が開館した。こ

こでは、高齢者自らが健康管理と機能回復器

具の活用、 仲間との楽 しい会話 ・カラオケ・

ダンス、将棋 ・囲碁、俳句などで長寿の源で

ある脳の活性化を図っている。

市民の憩いの場としては、親子で子供広場

の遊具の活用と、水の恋しい季節には「せせ

らぎ川」での水遊びの姿が見られる。また、

ジョギングコースの利用者は年々増え続けて

しヽる。

-• ` 
し`＇

芝生の上でグラウンドゴルフを楽しむ 芝生広場

せせらぎの川

その他、東海沖地霙や東南海地震の災害時

には、市民の避難場所として防災用備蓄倉庫

や防火水槽が設置さ れている。



3 ふるさと再発見

(1)神社

高師神社
いざなぎのみこと いざなみのみこと

祭神伊罪諾命伊罪冊命
くくりひめのみこと すさのうのみこと
菊理姫命進雄命
いなりだいみょうじん あきばだいみょうじん

境内社稲荷大明神 ・秋葉大明神 ・
みたまじんじゃ
御霊神社

鎮座地 西高師町字船渡 3番地

例祭日 3 月第 1 日曜日、 10月第 2 土•日曜日

高師神社

由緒 明徳 3年 (1392) 6月字船渡に、菊理

姫命、伊罪諾命、伊非冊命の三神を合祀する

白山社を建立した。享保 7年 (1722) 6月、

同町津森に「進雄命」を祀る進雄社を創建（末

社に琴平社）した。この両社が昭和18年(1934)

4月に神社合祀の許可を得て合併、高師神社

と改称する。同社境内社の御霊神社には、西

高師より出征して国の為に殉じた戦没者が祀

られている。

逆鉾社
くにのとたちのみこと

祭神国常立命
かぐつちのかみ

境内社秋薬社祭神迦具士神
みずはのめのがみ

水神社祭神岡象女神

津島社 祭神 素すさ蓋のう鳴のか神み

鎮座地 芦原町字芦原137番地

例祭日 10月第 2土・日曜日

第 3章教育と文化

逆鉾社

由緒 明暦 3年 (1657) 9月に創建。吉原弥

次右衛門（初代）が、芦原新田を開拓するに

あたり、浜道町字芝切43番地の逆文神社より
うぶすながみ

分霊を受けて産土神としたことに始まる。

高師町神社
あまてらすおおみかみ

祭神天照皇大神

境内社秋薬神社

鎮座地 松井町字中新切66番地

例祭日 10月第 2土・日曜日

仮安置されている高師町神社

由緒 昭和24年 (1949)伊勢神宮に詣でて御

神符を受け創建。高師町の発展を祈り、同

町官有地の一角に小祠が祀られる。平成 8年

(1996) 12月からは、高師町内へ移転し、改

築のため、現在地（松井町字中新切66番地）

に仮安置されている。
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神明社
あまてらすおおみかみ

祭神天照大神

鎮座地松井町字松井129番地

例祭日 10月第 2土・日曜日

神明社 （本殿正面）

由緒 社伝によれば享禄 3年(1530)9月16日、

伊勢湾の御神が神宮の分霊を捧持して航行

中、暴風を避けるため三河湾の西松井に上陸

して仮安置したことが創祀と伝わる。明治 5

年 (1872) 5月に村社に列し、明治 9年11月

28日公許の上、現在地に移転し、鎮座している。

(2)寺院

高林寺

所在地 西高師町字船渡53番地

創建天正元年 (1573)

開山生誉是念

開基 当所山本氏の遠祖で法名柄誉蓮心信

士

縁起 古記に「天正元年高足村高林寺開基生

誉是念、命日 2月13日、号谷響山」とあり、

この古記は元文元年 (1736)の著述であるか

ら、現在の山号小谷山はこれ以後の改号であ

るが、その年時は不明である。

改築前の本堂は寛保元年 (1741) に山本家

先祖の長左衛門の寄進新築で屋根は茅葺であ

ったが、 昭和25年 (1950) に亜鉛メ ッキ鋼板

葺に葺き替えられた。現在の本堂は昭和52年

(1977) に改築されている。

奥谷寺

高林寺
ね はんぞう

涅槃像図

お釈迦様が亡くなら

れたとき 、頭を北側

に顔を西向 きして、

右脇腹を地に付けた

状態であ った と伝え

られている。また、

この周りに菩薩・弟

子・羅漢・八部衆・

国王・民衆と 、鳥獣

虫魚が集ま って、お

釈迦様の死を嘆き悲

しんでいる。

所在地 芦原町字芦原128番地

創立元禄8年 (1695)

開 山 一代端堂玄呈利尚（円通寺住職）

開基薦原新田開拓者 「吉原家三代弥次右

衛門」

奥谷寺 （入り口）
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縁起 山号月桂山は吉原家初代の法名月桂心
おおこく

居士により 山号を称し、寺号奥谷は、吉原家

屋敷の北裏の窪地を人呼んで奥谷といい、 当

時はこの地に建てられたからである 。開基吉

原氏は、遠州の人で明暦 2年 (1656) この地

に移って梅田川下流の沼地の開拓を計画し、

三代に渡って事業を行い、 芦原新田を開いた。

大正 5年 (1916) に法地に転格、吉原家から

多くの寄付を受けてきた特異の寺であり、昭

和27年 (1952)今までの寺号奥谷庵を奥谷寺

に改めた。当時の本尊は正観音坐像である。

本堂は入母屋造で、昭和 7年 (1932) に茅葺

きから銅板に葺き替えた。

(3)遺跡

▲ 古窯址 ＼＼、 ！i ―---r---． 
・・..”・

● 散布地（遺跡）

遺跡・古窯趾位置
にしかみいせき

西上遺跡 芦原町字西上公園の辺りから東

側の台地緑端に広がる西上遺跡。昭和56年

(1981)、宅地造成中に弥生式土器数十点が発

見されたことをきっかけに調査が始まった。

竪穴式住居址を 5ヶ所、土豪または溝状遺溝
すえきかめ

が 3ヶ所見つかったほか、須恵器甕の小片な

ど遺物も多数出土。なかでも壺形や高杯形

など弥生式土器の破片は約260点がみつかり、

後期中薬の寄道式新を中心に、後期後葉の欠

山式も滉在。その他、弥生時代中期から後期
せきぞく

に多く見られる青灰色チャート製の石鏃の基

部片なども発見されている。

口＼ ／ 
>`

苓；ゥ＼こ／

¥ ¥/  
西上遺跡から出土した壺形土器

/
r
 

西上遺跡から出土した壺形土器と石鏃

こたにこよう

小谷古窯 昭和51年 (1976) 8月、梅田川流

域の追跡分布を調査中、西高師町字小谷の削

平地の土中から固く焼けた窯壁や遺物を発見。

これをき っかけに小谷古窯の調査が始まった。

主に平安時代とされる古窯址で、遺溝は窯体

と灰原。特に窯には、炎を万遍なく送り込む

方法として、燃焼室の約 3分の 2を平坦部に

造り、焼成室が煙道に移行する部分の床を急

傾斜に造るなど、小規模ながらも燃焼機能の

向上に工夫が凝らされている 。また、遺物も
じき

多数出土。大半は平安朝党器の深碗で、その

他、小型の窯道具が若干含まれていた。

積み重なって出土した陶片
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(4)芦原の先覚者

吉原弥次右衛門

「芦原縁起」によると、

明暦 2年 (1656)遠江国

敷知郡利木村（湖西市知

波田）の人である。（初

代）吉原弥次右衛門は、

尾崎盛吉・豊田重正など ＿．．． 9 -一・.,..＿ 
と相談し、芦原新田開発 吉原家先祖の墓

を始める事が記されている。

芦原はもともと梅田川の河口にあ って沼の様

な荒れ地であり、寛永 9年 (1632)、時の吉

田城主水野忠清がこの地を開拓しようとした

が、度々の津波や洪水で失敗、その後、永ら

く放置されたままであった。

（初代）吉原弥次右衛門は、吉田藩主小笠原

忠知の許を受け芦原新田開発に着手した。し

かし、この地を入会地とした村々の猛反対に

遭ったり、津波や洪水等により工事が順調に

進まず、（二代）弥次右衛門、（三代）弥次右

衛門が苦労の末、川を移設し堤防を作り、元

禄 3年 (1690)、35年間かけて遂に大成した。

これを芦原新田と名付けた。

吉原祐太郎 (1860-1936)

吉原弥次右衛門の第謡

に当たる吉原祐太郎は、渥

美郡高師村大字高師字芦原

（芦原町字芦原13番地）に

万延元年(1860)に誕生した。

出生当時の吉原家は、既

故吉原祐太郎

に高師村に於ける大地主として、富裕を以っ

て知られていた。明治12年 (1879)、郡内有

志らとともに農業団体を興した。

明治19年 (1886)、愛知県議会議員となり、

同23年 (1890)、｝屋美郡議会議員をも兼ねた。

この間、明治29年 (1896）、 三河製糸株式会社

取締役に就任。

明治45年 (1912)、大正 9年 (1920) の衆

議院議員選挙に 2回当選 した。また、大正13

年 (1924) には、渥美電鉄の創設に参画して

初代社長となった。

東三河財界の長老で、愛知政界の重鎖であ

り、特に、土木 ・水利事業、農蚕業、初等教

育に貢献し、その功績は大きい。
みぎり

昭和 2年 (1927)、天皇陛下の行幸の瑚に、

産業功労者として単独拝謁の光栄に浴したこ

とは、その功績の大きかったことを物語って

しヽる。

昭和11年 (1936)3月2日、没した。

青木茂 (1910-2003)

明治43年 (1910) 5月

3日、台湾で生まれた。

台北高等学校、台北帝国

大学を卒業し、その後、

台北州産業部長、昭和22

年 (1947) から、参議院 故青木茂

事務局警務部長などを歴任した。

昭和35年 (1960) に豊橋市西高師町字奥谷1

番地19に住居を構えた。同年当時の豊橋市

長河合陸郎氏のもとで助役に就任 4期14年余

の在職中、助役時代の手腕を高く評価され、

昭和50年 (1975) から同58年まで、 2期 8年

間豊橋市長を務めた。その間、厚生省医療審

議会委員、財団法人行政管理研究セ ンター理

事、国立豊橋技術科学大学参与、愛知県市長

会会長などの要職を歴任した。

特に東三河を新しい工業地帯とするため、

三河港造成など基礎整備を推進した。また、

資源循環型社会の先駆けとなる都市農村環境

事業の導入、東三河の中心都市として産業の

振興、都市基盤整備、資源化センター、地区・

校区市民館の設置、社会福祉事業の拡充、地

方自治の育成に大きな功績を残した。



(5)芦原に伝わる民話・むかし話

だいげんほう し

大玄法師ときつね むかし、 大玄法師という
こうりんあん

おぼうさんが高林庵 （今の高林寺）に住んで

いました。ある時、南の浜に行く途中、野依

をすぎて天伯原に出ると、きつねがたくさん

遊んでいました。

そこで

おぼうさ

んが、い

たずらに

ほら貝を

取り出し

てとつぜん吹き鳴らすと、きつねはびっくり

して、逃げていってしまいました。

帰りにおぼうさんがこの天伯原まで来ると、

急に日が落ちてま っくらになり一歩も進むこ

とができなくなりました。ぼうさんは困って

しまい、あたりを見回しました。すると向こ

うにひとつ明かりが見えたのでそこへ行って

「とめてくれ」と言いました。すると一人の

ばあさんが出てきて、「夕方家に死人があ っ

たので、となりにそれを知らせに行って来る

間、るす番をしてください」と言って出て行

きました。

おぼうさんが中に入っていくと家のかたす

みから、死んだ人が起き出して来てそばに近

よってきました。気味が悪いので少しづつ後

ずさりしていたら谷川に落ちてしまいました。

するとばっと真昼間にもど って、寺へかえる

ことができたそうです。

第 3章教育と文化

大玄は、また大酒のみでした。もうすぐ死

ぬという時 「わたしが死んだ後、酒をくれた

ならば、悪い病気をのがれることができるぞ」

と言いました。そこで、村人がおはかの前に

酒をそなえて、おいのりをすると、きっとそ

のききめがあ ったと言われています。

大玄をほうむったところを、大玄坂といい

ます。年代はわかりませんが、高林寺に「大

玄坊のほら貝」と言い伝えて、大切にしてい

るほら貝があるといわれていましたが、今は

ありません。

高林寺にある大玄坊の位はいには「天明8

年 (1788)3月28日死去」とかかれています。

キツネの話 おじいさんが畑から帰る途中、

向こうの方にあかりが見えました。近くへよ

って見るときれいな女の人がいて「おいしい

まんじゅうをあげるよ」と言いました。おじ

いさんがついていくと、野原に一けんの家が

ありました。おじいさんはその家の中でまん

じゅうを 「おいしい、おいしい」と食べてい

ると、その女の人がいなくなってしまいまし

た。家のまわりをさがしても見あたりません。

しかたなくまたまんじ ゅうを食べようとする

と、さ っきまでとてもおいしかったまんじゅ

うにへんなにおいと味がしました。そこでよ

く見るとそれは、こえだめのふんのまんじゅ

うでした。

おじいさんがおどろいて外へ出てみると、

そこにはしっぽにちょうちんをぶらさげたき

つねがいました。おじいさんが「きつねだ！ 」

とさけぶと、きつねは笑いながら逃げていっ

てしまいました。

このことを聞いた村の人は、気味悪がって

それからは夜おそく外を歩かなくなったそう

です。
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編集後記

芦原校区史編集委員会は、平成16年11月に

委員10名とサポーター 3名との初顔合わせ以

後、月 1回ずつ会合を持ちました。各委員と

も校区在住とはいえ、初対面の者同士でしか

も校区史の編集は未経験のために、プロット

作成までに多くの時間を要しました。

執筆作業が軌道に乗った原動力は、監修を

お引き受け下さった大須賀哲夫氏の適切なご

指導 ・ご助言に因るところが大でした。

私たち編集委員は、協力者の熱き思いをで

きるだけ多く掲載するように心掛けましたが、

限られた紙面のために貴重な資料を取り上げ

ることができず、申し訳なく思っています。

そこで、 21世紀の担い手の皆さんへの編集

委員からの伝言は、私たちの身辺には埋もれ

た資料が数多くありますので、是非とも郷土

に関わる自然 ・歴史・文化に光を当てて、新

しいまちづくり・人づくりに役立てていただ

きたいと切に願っています。

最後に、芦原校区史の編集にご協力くださ

いました関係者各位に厚くお礼申し上げます。

平成18年12月
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